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● 今月の主なお知らせなど

　●　�平成 31年度国保人間ドック助成の
受け付けを行います

　●　確定申告・市県民税申告
　●　�山鹿灯籠浪漫・百華百彩告知

　●　山鹿市地域包括支援センターだより

祝
成
人
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２
月
の
広
報

　将来はプロサッカー選手を目指しています。
ハイフィールドというクラブチームで週３回
の練習と、部活でも頑張っています。中学校
でもサッカーを続けたいです。

境　遼
りょう

太
た

さん
平小城小学校６年生

上記の筆文字
「やまが」を書いた
子どもたちを
紹介する
コーナーです
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やまがメイト利用者増加中
今月の表紙
平成 31 年 山鹿市成人式

　1月 14日に山鹿市総合体育館で開催。晴れ着に
身を包んだ新成人 396人が参加しました。表紙の
写真は新成人の前田紗

さ

和
わ

さん（左）と、加藤美
み

紅
く

さ
ん（右）です。
※９ページに成人式フォトリポートを掲載。

式典の様子

　下記のサイトやアプリで広報やまがを電子データとして
閲覧することができます。

■マイ広報紙
　全国の登録自治体の広報紙を記事ごとに閲
覧できるサイトです。
「マイ広報紙」で検索
URL　https://mykoho.jp

■マチイロ
　全国の登録自治体の広報紙を閲覧できるス
マートフォンアプリです。
「マチイロ」で検索
URL　https://machiiro.town

　どちらも事前に広報やまがを設定しておくことで、簡単
に閲覧できるようになります。

問情報システム広報課　☎ (43)1118

QRコード

QRコード

山鹿灯籠浪漫・

百華百彩
山鹿灯籠浪漫・

百華百彩
山鹿灯籠浪漫・

百華百彩
和傘や竹灯りのオブジェが
鮮やかに彩るレトロな街並み。

ロウソクの灯りがゆらりゆらり…
幻想的な雰囲気は、誰もがまるで

タイムスリップして
しまったかのような気持ちに…

２月１日金、２日土、８日金、９日土、15日金、16日土、22日金、23日土
点灯時間／午後７時〜10時（５時半より点灯開始）

点灯式 + 

山鹿灯籠踊り披露

八千代座エン
トランス

にて

２月１日㊎
午後７時

�■�内　容　�山鹿太鼓と山鹿灯籠踊りの共演（幕
あいにお楽しみ抽選会あり）

�■�場　所　八千代座
�■�時　間　午後８時開場、８時半開演（約 70分）
�■�入場料　�1,000 円（お買い物券 400 円分付き、

小学生以下無料）
※�入場券は当日販売します。席は全て自由席で
す。小学生以下で抽選券が必要な人は、入場
券をご購入ください。

山鹿風情物語

寒さを吹き飛ばす熱々のメニューをご用意。
�■�場　所　さくら湯休憩広場
�■�時　間　午後５時〜 10時

あったか屋台

さくら湯から心温まる音楽をお届けします。
�■�場　所　さくら湯休憩研修室
�■�時　間　午後７時〜９時

アコースティックライブ

問山鹿灯籠浪漫・百華百彩実行委員会　☎（43）2952　公式ホームページ　http://yamaga100.com/
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４
８
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扶
養（
税
務
上
）

に
入
っ
て
い
ま
し
た
か
？

平
成
31
年
１
月
１
日
現
在
山
鹿

市
に
居
住
し
て
い
ま
し
た
か
？

平
成
30
年
中
に
何
ら
か
の
収

入
が
あ
り
ま
し
た
か
？

※�

山
鹿
市
在
住
の
家
族

の
扶
養
（
税
務
上
）
に

入
っ
て
い
る
人
は
、
申

告
は
不
要
で
す
。

　

●　
各
種
の
所
得
控
除
を
追
加
す
る
人

　

●　

�

２
カ
所
以
上
か
ら
給
与
の
支
払
い
を
受
け
た
人
や
、

平
成
30
年
の
途
中
で
退
職
し
た
人
な
ど
で
、
年
末

調
整
が
ま
だ
の
人

※�

所
得
税
の
確
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確
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税
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申
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山
鹿
市
で
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申
告
は
不
要
で
す
。
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ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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必
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市

県
民
税
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必
要
で
す
。

いいえ

いいえ

いいえ

はい

はいはい

①�平成 30年の途中で退職した給与所得者で、源泉徴収
税を納め過ぎている人
②�年末調整が済んでいて、各種所得控除や税額控除を追
加する人
◦期間　２月１日㈮～14日㈭／土・日・祝日を除く
◦時間　午前９時～11時半／午後１時～４時
◦会場　市役所４階401会議室

所得税の還付申告（市役所での受付日程）

市役所と各市民センターでの受付日程表

山鹿税務署の受付日程

　下記の日程で行いますので、会場などをご確認のうえお越しください。申告内容によっては、市役所から山鹿税務
署へご案内する場合があります。

月日 対　象　地　区 会場

2/18㈪ 下村、南松尾、須屋、星原、荒平、田中、原、
本多久、金原、入道、茂田井 鹿

北
市
民
セ
ン
タ
ー�

２
階

2/19㈫ 小川内、後川内、市木、麻生、皆瀬、高井川、
東栗瀬、西栗瀬、陣内、宮迫、柿原、鹿北福原

2/20㈬ 下中、上中、竹の谷、男岳、柚の木谷、
中津川、底野、三楠、田渕、柏ノ木

2/21㈭ 弁天、尾谷、幸ケ丘、細永、川原谷、山下、
堂原、中間、東野

2/22㈮ 浦方、桑原、枝川内、迫、才野、釘の花

2/25㈪ 内田校区　１～５区

菊
鹿
市
民
セ
ン
タ
ー�

１
階

2/26㈫ 内田校区　６～９区

2/27㈬ 上本分、下本分、黒蛭、米原、立徳、木山

2/28㈭ 横枕、道場、大林、池田、永山、酒造野、宮原、
阿佐古

3/1 ㈮ 川西、島田、山の井、日渡、日渡団地、
みどり団地

3/4 ㈪ 下永野（１・２）、下組、上組、菊鹿五郎丸

3/5 ㈫ 太田、川原、長谷川、長谷

3/6 ㈬
辺田目、裏方、笹本、今古閑、良福寺、
新屋敷、上中町、来民中町、下中町、
来民下町

鹿
本
市
民
セ
ン
タ
ー�

２
階

3/7 ㈭ 大正町、御宇田、南古閑、原部

3/8 ㈮ 坂東、駅通、下高橋、小嶋

3/11㈪ 高橋、津袋

3/12㈫ 庄、石渕

3/13㈬ 梶屋、下梶屋、中富、川北

3/14㈭ 川南、分田、中分田、下分田、小柳

3/15㈮ 予備日

月日 対　象　地　区 会場
2/18㈪ 霜野、仁王堂、北谷、梅木谷 鹿

央
市
民
セ
ン
タ
ー�

２
階

2/19 ㈫ 姫井、大浦、中浦、姫井団地、郷原、岩倉、
一里木団地

2/20 ㈬ 米野、堂米野、下米野、上岩原、岩原、春間
2/21 ㈭ 水原、元広、上広、下原、持松東、持松西
2/22 ㈮ 奥永、上久野、久野、宮、下千田、上千田
2/25 ㈪ 川辺校区　１区～12区

山
鹿
市
役
所�

４
階�

４
０
１
会
議
室

2/26 ㈫ 平小城校区　１区～15区

2/27 ㈬ 蒲生、山鹿福原、霊仙、八ノ峰５-１、
涌尾５-２、山鹿五郎丸、久原団地

2/28 ㈭ 堀内深倉７-１、犬塚７-２、今田、上吉田、
白坂、中小坂、下小坂

3/1 ㈮ 今寺、仲間、下宮、中津留、小鳥町、寺島、
津留団地

3/4 ㈪ 名塚、下吉田２-１、宮苑２-２、村熊入、
熊入（下４-１・上４-２）

3/5 ㈫ 石（５・６）、杉、日輪台、坂田、小原、長坂

3/6 ㈬ 上ノ丁、本村、内曲、中ノ丁、橋場、
志々岐（14・15・16）

3/7 ㈭ 藤井（１・２）、日置、馬見塚、方保田、日ノ出
3/8 ㈮ 白石十三部（１～５）、古閑
3/11 ㈪ 中（１・２）、鹿校通（１丁目～４丁目）

3/12 ㈫
宗方南１-１、宗方北１-２、山鹿下町、
山鹿中町、上市町、南本町、栄町、温泉通、
花見坂、大宮通、上広町

3/13 ㈬
九日町、日吉町、堀明町、上町、北町、
松坂町、西上町、東通町、天神町、
温泉プラザ、広町

3/14 ㈭ 明治町、栗林、桜町（中・西）、原町、泉町、
新町、大宮町

3/15 ㈮ 予備日

◦期間　２月18日㈪～３月15日㈮／土・日を除く
◦時間　午前９時～午後４時
◦会場　�山鹿税務署（山鹿 970 番地　山鹿合同庁舎３

階会議室）
　　　　※�なるべく公共交通機関をご利用の上、お越し

ください。

◦時間　午前９時～11時半／午後１時～４時
◦備考　下記の指定日にご都合が悪い場合は、どの会場でも申告できます。

●申告日程・会場

●申告に必要な書類など

確
定
申
告
・
市
県
民
税
申
告

申告する人全員が必要なもの（１・２によりマイナンバーと身元確認を行います。）
必要なもの 備　考 チェック

１ マイナンバーが分かるもの ①マイナンバーカード②通知カード③住民票の写し（個人番号あり）のうち、どれか一つ
※控除対象配偶者、扶養親族、事業専従者の分も必要です。 □

２ 身元確認ができるもの マイナンバーカード、運転免許証、旅券（パスポート）など □
３ 印かん 認め印可 □

下表に該当する場合、必要になるもの（一部の例です。申告内容によっては、他に書類が必要となります。）
どんな場合 必要書類 備　考 チェック

１ 給与所得・公的年金所得がある人 源泉徴収票 申告する人の原本が必要です。 □
２ 事業所得・不動産所得がある人 収支内訳書・領収書など 必ず収支内訳書を記入して来てください。 □

３
医療費控除がある場合
( ①医療費控除②セルフメディ
ケーションのどちらかを選択）

①�A【医療費控除の領収書（明細書）ま
たは、医療費通知】、B【保険などで補

ほ

填
てん

される金額の明細書】
②�A【セルフメディケーションの領収書
（明細書）】、上記Bと、一定の取り組
みを行ったことを明らかにする書類

領収書（明細書）は必ず個人ごとに
金額を合算（A−B）して来てくだ
さい。
医療費通知に記載のない月の分が
あった場合は、領収書（明細書）を
お持ちください。

□

４ 社会保険料控除がある場合 国民年金・国保などの払込証明書 支払った人が、控除として使用できます。 □
５ 生命保険料控除がある場合

支払保険料の証明書 必ず支払証明書をお持ちください。
※「確定申告用」などと記載があります。

□
６ 地震保険料控除がある場合 □
７ 申告関係のお知らせが届いた人 届いた申告書やお知らせ文書 内容を確認してお持ちください。 □
８ 以前確定申告をした人 利用者識別番号が分かるもの 税務署からのはがきなどをお持ちください。 □

�

あ
な
た
は
申
告
が
必
要
？
不
要
？ 

※
こ
の
チ
ャ
ー
ト
は
あ
く
ま
で
も
目
安
で
す
。

原
則
申
告
は
不
要
で
す
が
、

次
に
該
当
す
る
人
は
申
告
が
必
要
で
す
。

市
県
民
税
の
申
告
が

必
要
で
す
。

市
県
民
税
の
申
告
が

必
要
で
す
。

　
平
成
30
年
分
の
収
入
に
対
す
る
確
定

申
告
と
市
県
民
税
申
告
が
始
ま
り
ま
す
。

申
告
が
必
要
な
人
は
、
こ
の
時
期
に
忘

れ
ず
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。
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　主に 5つの項目（診察・計測・血圧測定・血液検査・
尿検査）で、あなたの体の状態が分かります。日頃
頑張っている自分のために、ちょっと時間を割いて
みませんか。個人負担金は 1,000 円です。
　下のグラフと一覧表は、本市における過去６年間
の特定健診（人間ドック含む）受診率です。平成 29
年度の受診率は 41％で、前年度より 0.3％下がりま
した。平成 31年度健診受診率の目標値は 44％です。

もっと多くの人に健診を受けてもらい、自分の体の
状態を知ることで、より健康になってほしいと願っ
ています。治療中の人もぜひ受診してください。
　社会保険（社保・共済・国保組合など）で扶養さ
れている 40 〜 74 歳の人も、特定健診を受診するこ
とができます。詳しくは、ご加入中の医療保険者に
お尋ねください。

山鹿市国民健康保険加入者は、特定健診が受けられます

心臓病の発症危険度と危険因子の関係

���

国
保
人
間
ド
ッ
ク
助
成
の

���

受
け
付
け

　
次
の
通
り
受
け
付
け
を
行
い
ま

す
。
希
望
す
る
人
は
期
間
内
に
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

助
成
対
象
者

�　

35
歳
か
ら
74
歳
の
人
（
昭
和
20
年

４
月
２
日
～
昭
和
60
年
４
月
１
日
生

ま
れ
）
で
、
次
の
全
て
の
条
件
を
満

た
す
人

①�

申
込
日
・
受
検
日
共
に
山
鹿
市
国

民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人

②�

国
民
健
康
保
険
税
を
完
納
し
て
い

る
世
帯
の
人

③�

人
間
ド
ッ
ク
受
検
後
、
市
の
保
健

師
や
栄
養
士
な
ど
の
保
健
指
導
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
人

募
集
期
間

　

２
月
４
日
㈪
～
15
日
㈮
（
土
・
日

・
祝
日
を
除
く
）
午
前
８
時
半
～
午

後
５
時

※�

定
員
（
８
０
０
人
程
度
）
に
な
り

次
第
、受
け
付
け
を
終
了
し
ま
す
。

受
付
場
所

　

●　

�

山
鹿
市
役
所
国
保
年
金
課
（
２
月

４
日
㈪
の
み
市
役
所
１
階
１
０
１

会
議
室
）

　

●　

各
市
民
セ
ン
タ
ー
市
民
係

申
込
時
に
持
っ
て
く
る
も
の

　
●
　

国
民
健
康
保
険
証

　
●
　

世
帯
主
の
印
か
ん

助
成
費
用

　

市
と
検
査
機
関
が
契
約
で
定
め
る

額
の
４
割
を
助
成
し
ま
す
。た
だ
し
、

　

●　�

１
日
コ
ー
ス
は
上
限
２
万
円

　

●　�

２
日
コ
ー
ス
は
上
限
２
万
５
千
円

と
な
り
ま
す
。

※�

契
約
に
な
い
検
査
項
目
（
オ
プ

シ
ョ
ン
）は
全
額
自
己
負
担
で
す
。

※�

検
査
機
関
に
よ
っ
て
費
用
が
異
な

り
ま
す
。

受
検
期
間

　

４
月
15
日
㈪
～
11
月
30
日
㈯

検
査
機
関
（
予
定
）

市
内
医
療
機
関

　
●
　��

山
鹿
市
民
医
療
セ
ン
タ
ー

　
●
　��

山
鹿
中
央
病
院

　
●
　��

保
利
病
院

　
●
　��

三
森
循
環
器
科
・
呼
吸
器
科
病
院

　
●
　��

徳
永
循
環
器
科
内
科
医
院

市
外
医
療
機
関

　
●
　���

日
赤
熊
本
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

　
●
　��

済
生
会
熊
本
病
院
予
防
医
療
セ
ン

タ
ー

　
●
　��

Ｊ
Ａ
熊
本
厚
生
連

　
●
　��

公
立
菊
池
養
生
園
診
療
所

　
●
　��

大
腸
肛
門
病
セ
ン
タ
ー
高
野
病
院

※
詳
細
は
受
付
時
に
配
付
し
ま
す
。

注
意
点

　

人
間
ド
ッ
ク
を
受
け
る
人
は
、
特

定
健
診（
集
団
健
診
や
医
療
機
関
で

の
個
別
健
診
）を
受
け
る
こ
と
が
で

年
に
１
度
は

　

健
康
チ
ェ
ッ
ク
！

国保人間ドック…国保年金課☎ (43)1527　　国保特定健診…健康増進課☎ (43)0050問い合わせ先

山鹿市国民健康保険に加入している
35歳から 74歳の皆さんへ

き
ま
せ
ん
。
両
方
受
け
た
場
合
や
、

国
保
資
格
喪
失
後
に
人
間
ド
ッ
ク
を

受
検
す
る
と
、
全
額
自
己
負
担
と
な

り
ま
す
。

���

国
保
特
定
健
診

　

国
民
健
康
保
険
加
入
中
の
35
～
74

歳
の
人
へ
、
５
月
下
旬
に
特
定
健
診

受
診
券
を
郵
送
し
ま
す
。
集
団
健
診

（
６
～
８
月
）
か
個
別
医
療
機
関
健

診
（
６
～
10
月
）
を
受
け
て
く
だ
さ

い
。
19
～
34
歳
の
国
保
加
入
者
も
特

定
健
診
を
受
診
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
受
診
を
希
望
す
る
人
は
、
郵
送

し
た
「
各
種
健
診
の
希
望
調
査
票
」

の
特
定
健
診
の
欄
に
ご
記
入
の
上
、

２
月
22
日
㈮
ま
で
に
返
信
し
て
く
だ

さ
い
。

※�

７
ペ
ー
ジ
下
段
も
併
せ
て
ご
覧
く

だ
さ
い
。

���

健
診
が
必
要
な
理
由

①�

病
気
は
気
付
か
な
い
う
ち
に
進
行

し
ま
す

　

生
活
習
慣
病
は
自
覚
症
状
が
な
く

て
も
ゆ
っ
く
り
と
、
確
実
に
進
行
し

て
い
き
ま
す
。
わ
ず
か
な
異
常
で

も
、
放
置
し
続
け
て
い
る
と
大
き
な

病
気
を
発
症
す
る
恐
れ
が
高
く
な
り

ま
す
。

②
複
数
の
異
常
は
危
険
度
が
増
大

　
「
ち
ょ
っ
と
し
た
」
異
常
が
い
く

つ
か
重
な
る
こ
と
で
、
一
気
に
深
刻

な
病
気
を
引
き
起
こ
し
て
し
ま
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
左
の
図
は
心
臓
病

の
危
険
因
子
（
肥
満
・
高
血
圧
・
高

血
糖
・
脂
質
異
常
）
の
数
と
、
心
臓

病
の
発
症
危
険
度
の
関
係
を
表
し
た

も
の
で
す
。危
険
因
子
が
増
え
る
と
、

心
臓
病
の
発
症
危
険
度
が
高
く
な
り

ま
す
。

③
早
期
発
見
・
早
期
対
応
が
大
事

　

症
状
が
出
な
い
う
ち
に
、
健
診
で

早
め
に
異
常
に
気
付
く
こ
と
が
大
事

で
す
。
食
事
な
ど
の
生
活
習
慣
を
改

善
す
る
こ
と
で
、
生
活
習
慣
病
を
発

症
す
る
危
険
性
が
低
く
な
り
ま
す
。

平成24 年度 平成 25年度 平成 26 年度 平成 27年度 平成 28 年度 平成 29 年度
対象者（人） 11,575 11,589 11,503 11,042 10,615 10,290
受診者（人） 4,426 4,424 4,381 4,492 4,389 4,220
受診率（％） 38.2 38.2 38.1 40.7 41.3 41.0

助成の受け付けを行います

平成 31年度

国 保 人 間 ド ッ ク

0

10

20

30

40

50
(%)

H24

38.2％ 38.1％ 40.7％ 41.3％ 41.0％
38.2％

H25 H26 H27 H28 H29

0
5

２個 ３～４個１個

10
15
20
25
30
35
40

5.1 倍 5.8 倍

心臓病の危険因子の数

心
臓
病
発
症
危
険
度（
倍
）

35.8 倍
リスクが３〜４個ある
人は、０個の人に比べ
て心臓病の危険度が
35倍になります！

特定健診受診率の推移

特定健診受診率一覧表 ド
ッ
ク
や
健
診
の
結
果
か
ら
、

必
要
に
応
じ
て
保
健
師
な
ど

が
訪
問
し
、一
人
一
人
に
合
っ

た
サ
ポ
ー
ト
を
し
ま
す
。
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新成人の誓
ち か

い
平成 31 年 山鹿市成人式

　

１
月
14
日
、
山
鹿
市
総
合
体
育

館
で
成
人
式
を
開
催
。
３
９
６
人

の
新
成
人
が
参
加
し
、
門
出
を
祝

い
ま
し
た
。

　

新
成
人
を
代
表
し
て
、
稲
葉
圭け

い

佑す
け

さ
ん
と
池
田
美み

唯ゆ

さ
ん
が
「
成

人
と
し
て
の
自
覚
や
責
任
、
人
を

思
い
や
る
優
し
い
心
を
持
ち
、
社

会
に
貢
献
で
き
る
大
人
と
な
れ
る

よ
う
、
日
々
精
進
し
ま
す
」
と
誓

い
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。
同
じ

く
前
田
将ま

さ

志し

さ
ん
と
藤
原
彩あ

や

香か

さ

ん
は
交
通
安
全
宣
言
を
述
べ
、
新

成
人
全
員
で
「
飲
酒
運
転
や
暴
走

運
転
は
絶
対
に
し
ま
せ
ん
」
と
唱

和
し
ま
し
た
。

　

人
生
の
節
目
と
な
る
成
人
式
に
、
実
行
委
員
と
し
て
携

わ
る
こ
と
が
で
き
、
貴
重
な
経
験
が
で
き
ま
し
た
。
無
事

に
式
を
終
え
た
こ
と
を
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
い
つ
か
こ

の
山
鹿
市
に
恩
返
し
で
き
る
よ
う
、
精
い
っ
ぱ
い
努
力
し

ま
す
。
関
係
者
の
皆
さ
ま
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

成人式実行委員会から一言

企画・運営した実行委員の皆さん

熊
本
県
消
防
協
会
表
彰
受
章
者(

敬
称
略)

宮
崎　

有
宇

德
丸　

通
成

児
玉　
　

忠

早
田
憲
一
郎

飯
川　

修
一

永
田　

博
昭

▪
鹿
本

木
村　

亮
太

原
田　

英
司

赤
星　
　

忠

寺
野　

昭
二

前
田　

博
明

中
川　

啓
介

渡
邊　

義
晃

▪
鹿
央

松
岡　

隆
信

志
方　

佳
之

松
本
祐
一
郎

隈
部　

崇
仁

池
部　

茂
之

大
日　

慎
也

髙
﨑　

延
之

勤
績
章

（
団
歴

��

15
年
以
上
）

▪
山
鹿

石
橋　

和
幸

佐
々
木
真
照

富
田　

泰
典

鍬
先　

精
二

高
野　

公
仁

石
井　

泰
宏

羽
根
田
知
典

星
子　
　

誠

高
永　

征
典

一
瀨
健
太
郎

江
﨑　

達
彦

朝
倉　

秀
彦

角
田　
　

淳

立
山　

智
博

野
田　

昭
博

淵
上　

弘
教

松
本　

利
治

井
上　

恵
介

陶
山　

強
志

松
永　

清
孝

松
永　
　

誠

上
原　

幸
夫

大
渕　

貴
友

▪
鹿
北

井
上　

智
弘

友
田　

信
也

福
岡　

誠
也

福
永　
　

博

永
田　

政
史

草
野　

博
樹

安
田　

朋
弘

川
崎　

勝
義

白
木　
　

司

今
村　

譲
治

▪
菊
鹿

堤　
　

勝
彦

泉　
　

洋
輔

髙
木　

崇
宏

井
上　

恵
伸

丸
山　

博
城

冨
田　
　

渉

矢
野　

友
康

立
山　

康
隆

立
野
了
守
希

𠮷
里　

信
人

古
閑　

祐
太

末
賀　

満
雄

冨
田　

昌
伸

古
閑　

健
二

栗
原　

賀
久

羽
根
田
和
明

富
田　

直
史

名
越　

祐
介

渡
辺　

暁
雄

▪
鹿
本

田
中　

洋
典

大
島　
　

洋

西
嶋　
　

聡

森
山　

知
則

豊
田　

勝
宏

園
田　

敏
昭

石
田　

秀
明

松
永
裕
一
郎

後
藤　

裕
信

服
部　

大
輔

冨
田　

圭
亮

渡
邊　

祐
二

中
川　

和
則

高
倉　

竜
治

▪
鹿
央

村
上　
　

誠

新
崎　

貞
治

米
村　

大
輔

春
田　

修
平

江
藤　
　

怜

梅
田　

公
英

宮
口　

賢
治

朝
倉　

崇
雄

有
働　

康
裕

竹
下　

真
二

前
田　
　

潤

松
川　

貴
弘

竹
下　

秀
治

永
田　

友
紀

功
績
章

（
団
歴

��

20
年
以
上
）

▪
山
鹿

星
子　

真
一

小
山　

豊
国

鹿
子
木
幸
司

佐
藤　
　

剛

中
嶋　

明
広

吉
田　

陽
一

手
嶋　

一
也

鎌
田　

修
彦

前
田　

和
廣

立
山　

国
寿

渕
上　

勝
幸

大
道　

浄
信

斉
藤　

徳
士

松
見　
　

賢

田
中　
　

浩

村
上　

秀
雄

野
口　

淳
也

中
島　

和
也

森　
　

周
作

▪
鹿
北

永
田　
　

健

黒
田　

浩
章

黒
田　

浩
章

村
木　

勇
一

野
中　

裕
康

野
中　

伸
也

古
川　
　

弘

上
原　
　

博

岡
脇　

和
文

後
藤　

孝
文

虎
口　

武
弘

平
井
晃
太
郎

▪
菊
鹿

菊
堂　

加
生

萩
尾　

浩
介

浅
野　

和
之

坂
本　
　

旭

野
中　

崇
志

木
場　

崇
史

古
閑　

雅
智

東　
　

智
之

月
足　

武
生

出 初 式

１.訓示を行う隈部団長　
２.通常点検　３.一斉放水
４.分列行進

平成 31 年 山鹿市消防団

　

１
月
13
日
、
カ
ル
チ
ャ
ー
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
山
鹿

市
消
防
団
出
初
式
が
行
わ
れ
、
全
20
分
団
と
女
性
部
の

１
３
４
１
人
の
団
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
隈
部
賢け

ん

治じ

団
長
が
山
鹿
市
で
昨
年
開
催
さ

れ
た
熊
本
県
消
防
操
法
大
会
開
催
に
協
力
し
た
関
係
者

や
参
加
者
へ
お
礼
を
述
べ
た
後
「
昨
年
発
生
し
た
北
海

道
胆い

振ぶ
り

東
部
地
震
や
西
日
本
豪
雨
の
よ
う
な
災
害
に
見

舞
わ
れ
た
と
き
に
、
山
鹿
市
民
の
安
心
と
安
全
な
暮
ら

し
を
守
る
た
め
に
迅
速
に
対
応
で
き
る
消
防
力
と
、
消

防
団
組
織
づ
く
り
に
努
め
た
い
。
消
防
団
員
が
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
の
核
と
し
て
、
自
覚
と
誇
り
を
持
ち
、
市
民

か
ら
信
頼
さ
れ
る
消
防
団
員
と
な
る
こ
と
を
切
に
望
む
」

と
訓
示
。

　

式
典
後
は
菊
池
川
河
川
敷
で
70
台
の
可
搬
ポ
ン
プ
や

消
防
ポ
ン
プ
車
と
は
し
ご
車
に
よ
る
一
斉
放
水
が
行
わ

れ
、
た
く
さ
ん
の
人
が
見
物
に
訪
れ
ま
し
た
。

12

３

４
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、

冷たい菊池川で心身を鍛える
…山鹿市空手道連盟合同寒

か ん

稽
げ い

古
こ

　　　　 １月２日
　ことしで 50 回目となる山鹿市空手道連盟（阪
梨健

けん

会長）の合同寒稽古が行われました。この
日は５歳から 80 歳までの会員ら 61 人が集まり、
大宮神社から菊池川の湯の瀬川公園まで走って移
動。風が強く大変寒い日でしたが、全員で川に入
り、腰まで漬かって稽古をしました。気合いの声
とともに正拳突きや蹴りを繰り出すと、全身ずぶ
濡れに。稽古が終わると、体から湯気が上がるほ
どでした。中満隆

りゅう

太
た

さん（二
に

法
ほう

館
かん

・八幡小４年）
は「冷たくて足が固まりそうでした。来年も頑張っ
て参加します」と笑顔で話しました。

冷たい菊池川で「エイ！ヤー！」

子どもたちが五
ご

穀
こ く

豊
ほ う

穣
じょう

を祈る伝統行事
…菊鹿町阿

あ

佐
さ

古
ご

地区の「かせいどりうち」　　　　　　　１月 14 日
　600 年以上前から続くとい
われる伝統行事で、この日は
８歳から 13 歳までの子ども８
人が参加。顔を墨で黒く塗り、
神様の使者として地区内の家
庭を回りました。玄関を開け
ると「かせいどり、どっさり
お祝いな」の大きな掛け声と
ともに、しめ縄で上がり框

かまち

を
ひとたたき。悪霊を追い出し、
五穀豊穣を祈りました。 しめ縄を構える渡辺楓

ふう

摩
ま

さん（８歳）

街角ぐるっとナビ 街角ぐるっとナビ 

西日本大会で最優秀賞。全国４位
…山鹿小学校音楽部　　　　　　　　　 　１月17 日
　同部は 12 月 26 日に大阪府で行われた TBS「こども
音楽コンクール」西日本優秀校発表会の小学校合唱部門
に出場し、見事最優秀賞を受賞。部長の瀬口和

わ

佳
か

葉
ば

さん、
副部長の髙永莉

り

杏
お

さん、指導部長の清田茉
ま

央
お

さん、同じ
く指導部長の米嶋美

みつ

乃
の

さんの４人が中嶋憲
けん

正
せい

市長へ報告
に訪れました。４人は「みんなで心を合わせて、ベスト
な合唱ができました。１月 20 日には全国７ブロックの
代表校の音源審査（全国大会）で、全国１位が決まります。
ドキドキしながら結果を待っています」と話しました。
※１月 20 日に行われた全国大会では、４位という好�
　成績を収めました。

前列左から瀬口さん、髙永さん、清田さん、米嶋さん

雨の中、19 チームがたすきをつなぐ
…山鹿市駅伝大会　　　　　　　　　　　12 月 16 日

鹿本高校Ｂの福井匠
たくみ

さん（左）、　村魁
かい

真
しん

さん（右）

　あいにくの雨となったこの日、山鹿市駅伝大会が開
催。水辺プラザかもとをスタート・ゴールとする７区間、
21.6㌔を 19 チームが駆け抜けました。ゴール後、走り
終えた選手らは水辺プラザの温泉に漬かり、疲れた体を
癒やしていました。結果は以下のとおりです。
優勝：山鹿中、２位：鹿本高校A、３位：カルチャーAC
区間賞（氏名とチーム名を記載）…１区：渡辺暁

あき

雄
お

さん
（きくかA）、２区：樋口大

たい

成
せい

さん（鹿本高校A）、３区：
山﨑忠

ただ

宏
ひろ

さん（カルチャーAC)、４区：緒方咲
さ や か

花さん（山
鹿中）、５区：池田光

こう

希
き

さん（山鹿中）、６区：森俊
とし

輝
き

さ
ん（米野岳中A)、７区：髙松翼

つばさ

さん（米野岳中A)

３年連続の九州大会出場
…山鹿小学校ミニバスケットボール部　　12 月 12 日
　同部は 11 月 17 日〜 23 日に行われた熊本県ミニバス
ケットボール大会で準優勝。３年連続の九州大会出場を
決め、代表してキャプテンの大浦奈

な

都
つ

子
こ

さん、副キャプ
テンの大城戸蘭

ら

夢
ん

さん、同じく副キャプテンの笠夏
か

菜
な

さ
んの３人が中嶋憲

けん

正
せい

市長へ報告に訪れました。３人は「県
大会では１ゴール差で優勝を逃し、悔しい思いをしまし
た。九州大会では、熊本県代表として恥ずかしくない態
度で試合や応援に臨み、ベスト４を目指して頑張ります」
と意気込みを語りました。
※�１月13・14日に行われた九州大会では、惜しくも準々
決勝で敗退。ベスト８という結果でした。

左から太田清
き よ

華
か

教諭、大浦さん、釜
か ま

賀
が

善
よ し

大
ひ ろ

教諭、大城戸さん、
笠さん、熊野浩

ひろし

校長
、

全国高校駅伝大会で区間賞
…九州学院高校３年　今村真

ま

路
ろ

さん（山鹿中出身）

左から前田さん、今村さん、中嶋市長、堀田浩
こう

一
いち

郎
ろう

教育長

　12 月 23 日に京都市で行われた大会で、熊本県
代表の九州学院高校は４位入賞。最終７区（５㌔）
の今村さんは３人抜きの快走を見せ、見事区間賞
を獲得しました。恩師である山鹿中学校駅伝部の
コーチ前田浩

ひろし

さんとともに中嶋憲
けん

正
せい

市長へ報告に
訪れた今村さんは「沿道から声援を送る人も多く、
最後に競技場のトラックに入ってくると、大きな
歓声が力になりました。走ること自体も楽しかっ
たです。山鹿の皆さんの応援が自分の走りにつな
がりました」と話しました。高校卒業後は東海大
学に進学し、箱根駅伝への出場を目指すそうです。

瑞
宝
双
光
章（
教
育
功
労
）

國
友
昭あ

き

久ひ
さ

さ
ん
　
中
富
（
鹿
本
）

瑞
宝
双
光
章（
教
育
功
労
）

井
出
義よ

し

昭あ
き

さ
ん
　
合
里
（
鹿
央
）

　

長
年
に
わ
た
る
教
職
生
活
の
中

で
、
常
に
教
育
に
情
熱
を
注
ぎ
、

菊
池
市
立
龍
門
小
学
校
校
長
と
し

て
退
職
さ
れ
る
ま
で
、
教
育
行
政

の
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

長
年
に
わ
た
る
教
職
生
活
の
中

で
、
常
に
教
育
に
情
熱
を
注
ぎ
、

菊
鹿
町
立
六
郷
小
学
校
校
長
と
し

て
退
職
さ
れ
る
ま
で
、
教
育
行
政

の
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　  　　　叙勲受章のご紹介

熊本県農林水産業功労者表彰農業部門受賞
…菊鹿町葡

ぶ ど う

萄生産振興会　　　　　　　  12 月 20 日
　農林水産業の振興のための献身的な活動とその功績が
認められ、菊鹿町葡萄生産振興会（髙木健

けんいち

一会長：会員
31 人）が熊本県農林水産業功労者表彰を受賞し、中嶋
憲
けんせい

正市長へ報告に訪れました。中嶋市長は「ワイン用と
して良質なブドウ生産に努力いただき感謝します。菊鹿
ワイナリーのオープンで盛り上がっているさなか、この
受賞により相乗効果が期待できます」と功績をたたえる
と、髙木会長は「菊鹿の PRができて大変うれしい。こ
れからも、国内外のコンクールで賞を受賞しているワイ
ン『ナイトハーベスト』に使用されるような、量よりも
質の良いブドウを栽培していきます」と話しました。

左から栗原修
しゅう

一
いち

さん、菊川房
ふさ

継
つぐ

副会長、髙木会長、多久正
まさ

光
みつ

副会長

ペットや家畜の健康を願って
…ガランザサ祭り　　　　　　　　　　　　　　　　　   １月６日

　熊入町の若宮神社でガラン
ザサ祭りがあり、ペットを連
れた参拝者などが無病息災を
祈り、おはらいを受けました。
以前は農耕馬を連れての参拝
が主流でしたが、近年、農機
具の進歩とともに減少。今は
犬などのペットや、トラクター
などがおはらいを受けていま
す。

おはらいを受ける参拝者とペット



場広の ●�みんなの広場は投稿のページです。掲載を希望する人は、掲載月前月の１日までに、
原稿や写真を山鹿市役所情報システム広報課へ郵送または持参してください。

●�紙面の都合で掲載を調整する場合があります。み なん

広報やまが　2019.2　1213　2019.2　広報やまが

市ホームページに
バナー広告を掲載しませんか
　本市では財源確保と地域経済の活性化を目的に、
市ホームページに掲載するバナー広告を募集してい
ます。ホームページをお持ちの事業所や商店の皆さ
ん、市のホームページにバナー広告を掲載してみま
せんか。

広告掲載位置　市ホームページのトップページ下欄
広告掲載枠　最大８枠
広 告 料　１枠につき月額１万５千円
申し込み方法　�広告掲載申込書に必要事項を明記

し、バナーの原稿、データと併せて
提出してください。

締 め 切 り　掲載希望月の１カ月前
※�詳しくは市ホームページ掲載の山鹿市有料広告掲
載要綱などをご覧ください。

問情報システム広報課　☎（43）1118

募集

ギ ャ ラ リ ー

Gallery街角街角
今月の

▶ 松本寛庸作品展
　色鉛筆画を約20点展示します。
　期間　2 月１日㈮〜 28 日㈭
　　（火・水曜日定休）
　時間　11：30 〜 18：00
　　（金・土曜日は 22：00 まで）

メトロカフェ
問☎ (43)0874

▶二人絵画展
　�池松しげるさん、中島喜代子さん（熊本市）
　油彩を中心に人物、風景、静物など約20点
　を展示します。
　期間　２月１日㈮〜 15日㈮

▶和紙ちぎり絵　菊鹿サークル展
　風景、静物など会員10人、約15点を展示し
　ます。
　講師　片岡貴和さん
　期間　２月 16日㈯〜 28 日㈭

パスタ＆ギャラリーポポロ（鹿校通）
問☎ (44)4835

※�日曜日定休。時間は 11：30 〜 21：00
　（最終日は 15：00 まで）

劇
団
肥
後
に
わ
か

八
千
代
座
公
演

山
鹿
間
税
会

◦�

日
時　

２
月
17
日
㈰

　

開
場
：
正
午　

開
演
：
午
後
１
時

◦�

場
所　

八
千
代
座

◦�

内
容　

肥
後
に
わ
か
、
山
鹿
中
学

校
吹
奏
楽
、
中
高
生
税
の
作
文
優

秀
賞
朗
読
会
、
落
語
、
そ
の
他

◦
入
場
料　

前
売
り
１
８
０
０
円

　
　
　
　
　

当
日
２
千
円

※
全
席
自
由

◦
問
い
合
わ
せ
先　
（
藤
嶋
）

☎（
44
）０
８
８
０

キ
ッ
ズ
ス
ポ
ー
ツ
教
室

体
験
者
募
集

　

マ
ッ
ト
運
動
や
跳
び
箱
、
鉄
棒
な

ど
、
幼
児
期
に
必
要
な
さ
ま
ざ
ま
な

運
動
を
行
う
教
室
で
す
。
２
月
中
は

無
料
で
体
験
で
き
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◦�

日
時
・
場
所

　
【
月
曜
日
】

　

�

午
後
４
時
10
分
～
５
時

　

鹿
央
体
育
館

　
【
金
曜
日
】

　

午
後
５
時
10
分
～
６
時
10
分

　

�

山
鹿
市
総
合
体
育
館

◦�

対
象　

年
少
児
～
小
学
３
年
生

（
金
曜
日
は
小
学
生
の
み
）

◦
問
い
合
わ
せ
先　
（
石
井
）

☎
０
９
０（
４
９
９
６
）４
０
８
７

山
鹿
の
町
お
こ
し
に
参
加

し
ま
せ
ん
か街

道
浪
漫
実
行
委
員
会

　

第
２
回
「
街
道
浪
漫
」

　
　
　
　
　
　

～
歴
史
を
遊
ぶ
～

　

江
戸
時
代
、
参
勤
交
代
で
お
殿
様

が
通
っ
た
豊
前
街
道
。
天て

ん
し
ょ
う
い
ん

璋
院
篤あ

つ
ひ
め姫

様
も
旅
を
し
た
浪
漫
の
道
。
今
で
も

歴
史
の
重
み
、
古
き
良
き
時
代
を
感

じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
ん
な
豊

前
街
道
で
、
一
緒
に
歴
史
を
遊
ん
で

み
ま
せ
ん
か
？

　

千
代
の
園
新
酒
祭
り
に
合
わ
せ
、

豊
前
街
道
（
下
町
～
西
上
町
）
一
帯

で
マ
ル
シ
ェ
、
子
ど
も
の
広
場
、
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な
ど
を
開
催
し
、
歴
史

の
浪
漫
を
発
信
す
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

山
鹿
子
ど
も
劇
場
「
マ
イ
・

ク
ロ
・
シ
ア
タ
ー
」
公
演
前
の

世
界
の
積
み
木
あ
そ
び

山
鹿
子
ど
も
劇
場

　

３
月
12
日
㈫
に
公
演
予
定
の
Ｋ
Ｕ

Ｒ
Ｏ
が
、
カ
プ
ラ
な
ど
の
多
種
多
彩

な
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
製
の
積
み
木
を
紹
介

し
ま
す
。
自
由
な
発
想
で
好
き
な
形

菊
鹿
町
ち
っ
ち
ゃ
な
落
語
会

　
　
　
　
菊
鹿
町
ち
っ
ち
ゃ
な
落
語
会

　
　
　
　
実
行
委
員
会

　

菊
鹿
町
の
小
中
学
生
が
学
校
行
事

以
外
の
落
語
会
で
実
行
委
員
会
を
立

ち
上
げ
、
話
し
合
い
・
役
割
分
担
・

チ
ラ
シ
作
成
し
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
町
民
に
呼
び
掛
け

菊
鹿
町
を
盛
り
上
げ
る
…
。

「
菊
鹿
町
ち
っ
ち
ゃ
な
落
語
会
」
を

開
催
し
ま
す
。

◦���

日
時　

３
月
３
日
㈰

　
　
　
　

午
後
２
時
～
３
時
半

◦�

場
所　

菊
鹿
町
公
民
館

◦�

内
容　

小
・
中
学
生
が
会
場
設
営
、

受
け
付
け
、
司
会
、
あ
い
さ
つ
全

て
行
い
ま
す
。も
ち
ろ
ん
落
語
も
。

シ
ル
バ
ー
作
品
展

山
鹿
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　

芸
能
大
会
と
１
年
交
代
で
実
施
し

て
い
る
シ
ル
バ
ー
作
品
展
を
こ
と
し

も
開
催
し
ま
す
。
ず
ら
り
と
傑
作
が

展
示
さ
れ
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
さ

ん
も
老
人
パ
ワ
ー
の
す
ご
さ
を
肌
で

感
じ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
会
員
の
募

と
も
び
き
塾

夢
想
庵

　

～
健
康
な
身
体
作
り
～

◦
日
時　

２
月
21
日
㈭　

午
後
７
時

◦
場
所　

夢
想
庵

◦�

講
師　

黒
田
憂ゆ

う

美み

氏

※�

女
性
限
定
15
人
、
動
き
や
す
い
服

装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※�

フ
ェ
イ
ス
タ
オ
ル
を
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

◦
会
費　

５
０
０
円
（
お
預
か
り
し

　

葬
祭
支
援
に
し
ま
す
）

◦
問
い
合
わ
せ
先

　

☎（
43
）２
２
１
１

山
鹿
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

に
加
入
し
ま
せ
ん
か

山
鹿
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
「
健
康
づ
く
り
」「
生
き
が
い
づ
く

り
」「
地
域
づ
く
り
」「
仲
間
づ
く
り
」

を
目
標
に
し
て
、
元
気
で
長
生
き
す

る
た
め
の
必
須
条
件
で
あ
る
高
齢
者

の
社
会
参
加
、
生
き
が
い
対
策
の
推

進
に
努
め
、
お
互
い
に
支
え
合
え
る

社
会
に
貢
献
す
る
老
人
ク
ラ
ブ
を
目

指
し
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
加
入
す
る

と
老
け
て
し
ま
う
と
思
っ
て
い
る
人

も
多
い
よ
う
で
す
が
、
か
え
っ
て
若

返
っ
て
元
気
に
な
り
ま
す
。
有
意
義

な
老
後
を
送
り
た
い
と
思
っ
て
い
る

人
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◦�

行
事　

広
報
誌
の
発
行
、
友
愛
訪

問
活
動
、
高
齢
者
体
力
測
定
、
健

康
セ
ミ
ナ
ー
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

熊本〜高雄・香港線をご利用の人へ

　熊本県北観光協議会では、熊本～高雄線・香港線の利用者を対
象に、阿蘇くまもと空港と県北４市町（玉名・山鹿・菊池 •和水）を
結ぶ無料シャトルバスを運行しています。
　県北４市町から高雄・香港への旅行や出張を考えている人はこ
の機会にぜひ、シャトルバスをご利用ください。また、高雄・香
港からのお客さまを迎えられる人も、ぜひご活用ください。

運行期間　3月3日㈰まで
　※完全予約制（予約のない人は乗車できません）
利用対象者　熊本～高雄線または香港線の利用者
運行スケジュール
　◦高雄線利用者向け
　　火・金・日曜日（高雄線の発着時刻に合わせて運行）
　◦香港線利用者向け
　　木・日曜日（香港線の発着時刻に合わせて運行）

運行ルート
阿蘇くまもと空港↔︎菊池グランドホテル↔︎菊池市民広場↔︎水辺プラ
ザかもと↔︎山鹿市役所↔︎菊水ロマン館↔︎司ロイヤルホテル↔︎玉名駅
※3月３日㈰は４市町から空港への便のみ運行

ご予約について
予約サイトから申し込むか、電話でお申し込みください。

問熊本電気鉄道株式会社　　☎096（345）1111

フ
大
会
、
芸
能
大
会
（
市
で
は
１

年
お
き
に
八
千
代
座
で
の
芸
能
大

会
と
各
地
区
で
の
シ
ル
バ
ー
作
品

展
実
施
）、
老
人
福
祉
施
設
慰
問

活
動
、
環
境
整
備
活
動
、
花
植
え

活
動
、
交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

活
動
、
校
区
で
は
保
育
園
や
小
学

生
と
の
交
流
活
動
な
ど
、
多
彩
な

行
事
を
各
専
門
部
の
活
動
で
実
施

し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
活
動
の

場
が
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
先　
（
鬼
木
）

☎（
43
）１
１
０
４

集
も
行
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◦
日
時　

２
月
６
日
㈬
～
８
日
㈮

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
（
８
日
は
午
後
３
時
ま
で
）

◦
場
所　

鹿
本
市
民
セ
ン
タ
ー

◦
入
場
料　

無
料

◦�

出
展
作
品　

書
、
日
本
画
、
洋
画
、

水
墨
画
、
水
彩
画
、
押
し
花
絵
、

ち
ぎ
り
絵
、
絵
手
紙
、
短
歌
、
俳

句
、
肥
後
狂
句
、
写
真
、
手
芸
品
、

刺
し
ゅ
う
、
工
芸
品
、
竹
細
工
、

陶
芸
、
わ
が
家
の
自
慢
品
な
ど

◦
問
い
合
わ
せ
先　
（
鬼
木
）

☎（
43
）１
１
０
４

◦�

日
時　

３
月
10
日
㈰

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

◦�

募
集
内
容　

手
作
り
品
の
販
売
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催
、
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
参
加
、
運
営
ス

タ
ッ
フ
な
ど

◦
問
い
合
わ
せ
先
（
小
川
）

☎
０
９
０（
５
７
４
７
）５
１
３
６

に
積
み
上
げ
よ
う
。
幼
児
か
ら
大
人

ま
で
年
齢
は
問
い
ま
せ
ん
。
家
族
み

ん
な
で
参
加
し
ま
せ
ん
か（
要
予
約
）。

◦���

日
時　

２
月
１
日
㈮

　
　
　
　

午
後
７
時　

開
始

◦�

場
所　

八
千
代
座
交
流
施
設

◦�

参
加
費　

１
世
帯
５
０
０
円

◦
問
い
合
わ
せ
先　
（
中
島・午
後
の
み
）

☎
０
９
０（
９
７
２
２
）５
２
１
３

小
学
５
年
生
の
女
子
２
人
、
中
学

１
・
２
年
生
男
子
が
高
座
に
上
が

り
ま
す
。
大
人
の
素
人
落
語
家
３

人
も
前
座
で
落
語
を
し
ま
す
。

◦�

入
場
料　

無
料

◦
問
い
合
わ
せ
先　
（
山
本
）

☎
０
９
０（
８
９
４
７
）４
９
５
０

阿蘇くまもと空港↔️県北４市町
無料シャトルバス運行中

熱心な話し合いを行いました（12月25日）
（菊鹿中学校生徒会本部）



新着図書ピックアップ
蔵書場所の省略表記
ひだまり図書館　　【ひだまり】　こもれび図書館　　【こもれび】
鹿北公民館図書室　【鹿北】　菊鹿公民館図書室　【菊鹿】
鹿央公民館図書室　【鹿央】

広報やまが　2019.2　1415　2019.2　広報やまが

受験戦争はらくらく通過、就職活動は
売り手市場。苦労知らずで、おめでた
くて、50 代になっても後輩気分…。そ
んなバブル世代をあらゆるテーマから
振り返った新・世代論。『小説野性時代』
連載を加筆修正。

催
し
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

山鹿市民交流センター１階　中会議室①
・こども上映会「うっかりペネロペ　家族っていいな編」
　▷２月24日㈰午後２時（35分）
ひだまり図書館
・土曜日のおはなし会　午後２時から
　▷２月２日㈯・９日㈯・16日㈯・23日㈯
・プレママTime（妊婦対象）　午前10時45分から
・おひざにだっこのおはなし会　午前11時から
　▷２月５日㈫・12日㈫・19日㈫
＊『認知症と私たち』と題して、認知症に関する本をご紹介!!
＊バレンタイン特設展示『わたしの大すき』
こもれび図書館　
・土曜日のおはなし会　午前11時から
　▷２月２日㈯・９日㈯・23日㈯
・プレママTime（妊婦対象）　午前10時45分から
・おひざにだっこのおはなし会　午前11時から
　▷２月７日㈭・14日㈭・21日㈭・28日㈭
＊�『やまがで観察できる鳥』郷土コーナーで展示中!!
＊�『想いをカタチに〜バレンタイン〜』ラッピング
の本もご紹介しています。

休
館
日

ひだまり図書館
２月４日㈪・11日㈷・18日㈪・25日㈪
２月24日㈰〜26日㈫�蔵書点検のため休館
こもれび図書館
２月６日㈬・13日㈬・20日㈬・27日㈬
２月15日㈮〜17日㈰�蔵書点検のため休館

問い合わせ先
 　★ひだまり図書館　　☎ (46)1310　　★こもれび図書館　　☎ (43)1082　　★鹿北市民センター　☎ (32)3111
 　★菊鹿市民センター　☎ (48)3111　　★鹿央市民センター　☎ (36)3111　　★社会教育課　　　　☎ (43)1651

【ひだまり】
【こもれび】

【ひだまり】
【こもれび】

老化の影響は運転にどう現れる？「運
転時認知障害早期発見チェックリスト
30」の調査からシニアの運転傾向をま
とめ、シニア運転者の本音や実感とと
もに、安全な運転を続けるためのこつ
を伝える。認知機能検査の内容も紹介。

『運転をあきらめないシニアの本音と新・対策』
岩越和紀 /著　JAF メディアワークス /出版

『駄目な世代』
酒井順子 /著　株式会社 KADOKAWA/ 出版

市　民　文　芸

【ひだまり】
【こもれび】

『ムーミントロールと氷のおまつり』
トーベ・ヤンソン　ラルス・ヤンソン原作・絵

当麻ゆか /訳　徳間書店 /出版

冬になり、ムーミン屋敷は冬眠の準備
でみんな大忙し。しかし「氷のおまつり」
が開かれると知ったフローレンとミイ
が、夜にこっそりと出掛けてしまい…。
ムーミンたちが初めて体験する、楽し
い冬の日を描いた絵本。

『やまが肝いりどん』通信　問地域生活課　☎ (43)1114
〜交流イベント付き婚活セミナーを開催しました〜
　12 月２日、鹿北町の「癒しの森ゆ〜かむ」で婚活
セミナーを開催。男性 20 人、女性 16 人が参加しま
した。
　始めに男女別のセミナーを行い、婚活コーディネー
ターの荒木直

なお

美
み

さんから、熊本の婚活事情や婚活イ
ベントの攻略法などを学びました。その後、バーベ
キューを楽しみながら参加者同士が交流。１対１のプ
ロフィール交換やフリータイムなどで親睦が深まり、
和やかな雰囲気となりました。
　イベントの最後に、気になった異性をアプローチ
シートに記入してもらい、
お互いの思いが通じた男女
を発表。今回は４組のカッ
プルが誕生し、今後の進展
に期待しています。

やまが肝いりどんへ登録をお考えの人へ

　登録を希望する人は、お近くの肝いりどんか地域
生活課までお問い合わせください。
登録要件
・真剣に結婚を考えている50歳未満の独身者
・山鹿市に住んでいるか、結婚後山鹿市に住む人
登録に必要なもの
①�結婚相談登録申込書（地域生活課窓口に設置。市
ホームページからもダウンロード可能）
②写真２枚程度
③�免許証や保険証など
の本人確認ができる
もの
④�印かん（申込書に押
印）

短
　
歌

鹿
本
短
歌
会
　
十
二
月
詠
草

清
田
由
井
子
選

立
ち
枯
れ
の
大
豆
畑
は
け
ふ
刈
ら
れ
晩
秋
の
風
吹
き
曝
し
ゆ
く　
　
　
　

荒
尾
智
恵
子

鈴
振
り
て
ス
テ
ー
ジ
に
立
つ
を
さ
な
ら
は
か
が
や
く
目
も
て
未
来
探
せ
り　

中
山　

秀
子

あ
ま
づ
た
ふ
入
日
の
光
雲
を
染
め
青
空
あ
は
く
乱
さ
へ
忘
る　
　
　
　
　

江
良
美
佐
子

石
人
短
歌
会
　
十
二
月
例
会

富
田
豊
子
選

夕
食
に
ワ
イ
ン
飲
み
を
り
山
の
端
も
吾
も
微
か
な
朱
に
染
み
ゆ
く　
　
　

鬼
木　

芳
子

あ
え
な
く
も
転
倒
骨
折
年
の
瀬
を
控
え
し
今
を
い
か
に
過
ご
さ
む　
　
　

上
妻
千
佐
子

大
い
な
る
海
の
影
色
夢
に
み
る
青
う
つ
く
し
い
冬
の
海
原　
　
　
　
　
　

松
岡
み
ち
え

あ
ぢ
さ
ゐ
短
歌
会
　
一
月
例
会

荒
起
し
済
ん
だ
田
ん
中
土
黒
く
来
年
の
田
の
作　

希
望
か
が
や
く　
　
　

池
田　

敏
子

晩
秋
の
落
ち
葉
の
色
が
よ
み
が
え
り
森
は
赤
ら
む
師
走
の
雨
に　
　
　
　

相
川　

怜
子

さ
き
が
け
て
春
待
つ
莟つ

ぼ
み

冬
枯
れ
の
梢う

れ

か
と
見
れ
ば
木
瓜
の
笑え

ま

ひ
ぬ　
　
　

関　

ケ
イ
子

鹿
北
短
歌
会
　
十
二
月
詠
草

渕
上
修
次
選

稲
妻
の
光
遠
の
く
夕
ま
ぐ
れ
ひ
そ
け
き
音
の
雨
と
な
り
た
り　
　
　
　
　

徳
永　

則
子

敬
老
の
日
に
届
き
た
る
胡
蝶
蘭
孫
娘
の
心
根
つ
た
わ
り
眺
む　
　
　
　
　

西
牟
田
節
代

菊
鹿
短
歌
会
　
十
二
月
詠
草

渕
上
修
次
選

野
梅
し
ろ
く
咲
き
ゐ
し
彼
の
日
出
で
ゆ
き
し
子
も
定
年
と
ふ
光
陰
速
し　

中
原
ち
え
子

裏
庭
の
笹
薮
ゆ
れ
て
チ
ッ
チ
ッ
と
声
の
聴
こ
ゆ
る
ミ
ソ
サ
ザ
イ
ら
し　
　

長
野　

節
子

背
を
伸
ば
し
見
上
ぐ
る
空
に
高
々
と
師
走
の
風
は
雲
運
び
去
る　
　
　
　

渕
上
ヨ
シ
子

鹿
央
短
歌
会
　
十
二
月
作
品

お
互
い
の
気
持
ち
や
う
や
く
通
じ
し
に
義は

は母
は
さ
つ
さ
と
浄
土
へ
発
ち
ぬ　

江
藤
美
知
子

紅
葉
の
盛
り
は
未
だ
し
長
者
原
人
と
人
と
が
波
の
ご
と
く
ゆ
く　
　
　
　

立
山　

〆
子

宮
島
の
海
辺
に
立
て
る
大
鳥
居
幾
歳
過
ぎ
し
か
し
み
じ
み
見
上
ぐ　
　
　

木
下
志
摩
子

三
岳
短
歌
会
　
十
二
月
例
会

透
明
な
空
を
後
ろ
に
芒

す
す
き

揺
る
若
く
逝
き
た
る
汝な

が
声
ふ
と
も　
　
　
　
　

巣
山
志
津
子

紺
碧
の
空
を
仰
げ
ば
取
り
残
る
柿
の
実
五
つ
黄
の
色
に
照
る　
　
　
　
　

立
山　

〆
子

火
の
匂
ひ
察
知
し
た
る
か
の
つ
そ
り
と
場
を
逃
れ
ゆ
く
老お

い
か
ま
き
り

蟷
螂
が　
　
　

田
中
美
千
代

肥
後
狂
句

俳
　
句

河
鹿
会
　
肥
後
狂
句
　
十
二
月
例
会

課
題
句
　
中
川
正
子
選

送
り
も
の　

の
し
付
け
替
ち
次
送
る

中
満　

甘
柿

早
さ
は
や
さ　

孫
の
あ
る
き
に
ゃ
追
い
つ
か
ん

一法
師
ち
か
子

カ
レ
ン
ダ
ー　
マ
ル
ば
つ
け
と
る
な
ん
じ
ゃ
っ
た

古
川
ひ
ろ
み

肥
後
狂
句
や
ま
が
会
　
十
二
月
例
会

川
上
火
男
選

時
々
ど
ま
ァ　

流
れ
る
雲
と
旅
し
た
か

松
尾　

精
郎

元
気
が
一
番　

介
護
の
い
ら
ん
八
十
路
坂

小
水
流
繋
富

太
っ
腹　

腹
に
負
け
じ
と
出
さ
ん
か
い

池
田　

震
岳

元
気
が
一
番　

病
ん
で
み
ら
ん
と
分
か
ら
ん
と

岡
田　

真
青

太
っ
腹　

中
身
は
脂
肪
だ
ら
け
た
い

桑
原　

真
覚

荒
木
ト
ン
ボ
選

夢
み
た
い　

六
十
年
も
連
れ
添
う
ち

長
野　

お
節

御
用
納
め　

エ
プ
ロ
ン
で
聞
く
除
夜
の
鐘

藤
本　

白
扇

ぞ
く
ぞ
く　

発
砲
前
の
位
置
に
付
き

戸
田　

蔵
人

太
っ
腹　

忘
年
会
は
課
長
持
ち

小
林　
　

香

ぞ
く
ぞ
く　

老
い
ら
く
の
恋
頑
張
る
ぞ

鈴
木　

逸
子

新
人
俳
句
講
座

瀬
口
忠
一
選

冬
晴
れ
や
退
院
近
き
友
見
舞
う　
　
　
　
　

岩
井　

照
代

な
つ
か
し
や
母
の
香
の
冬
帽
子　
　
　
　
　
大
仁
田
て
る
子

公
園
で
か
け
て
遊
ぶ
子
冬
う
ら
ら　
　
　
　

岩
下
ソ
ヨ
子

タ
ッ
プ
俳
句
会
　

山
口
信
博
選

初
仕
事
心
新
た
に
正
す
襟　
　
　
　
　
　
　

大
薗
美
奈
子

八
十
路
に
は
思
い
出
は
命
年
賀
状　
　
　
　

原
口　

弓
子

い
つ
か
ら
か
画
面
と
な
り
し
賀
状
か
な　
　

尾
田　

大
空

山
鹿
俳
句
会
　
十
二
月
例
会

利
光
釈
郎
選

本
堂
に
ス
ト
ー
ブ
三
基
の
ど
自
慢　
　
　
　

松
下　

圭
士

川
面
に
も
小
春
の
光
り
あ
り
に
け
り　
　
　

藤
永　

郁
代

山
眠
る
玄
関
番
の
猫
一
匹　
　
　
　
　
　
　

谷　

美
和
子



問環境課��☎(43)7211

環境だより環境だより

　
　
バ
ン
ビ
通
信
　

問
消
防
本
部
予
防
課　
☎（
43
）９
１
１
９

広報やまが　2019.2　1617　2019.2　広報やまが

４
月
１
日
月
か
ら
の

燃
や
す
ご
み
の
自
己
搬
入

�

皆
さ
ん
は
、
普
段
こ
ん
な
こ
と

を
や
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

●　

�

台
所
で
料
理
中
に
ゴ
キ
ブ
リ
が

出
て
、慌
て
て
殺
虫
剤
を
噴
射
。

　
●
　�

カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
に
大
き
な
鉄

板
を
乗
せ
て
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
。

　
●
　�

調
理
中
の
ガ
ス
コ
ン
ロ
の
横

で
、
ス
プ
レ
ー
缶
の
中
の
ガ
ス

を
抜
く
。

　
●
　�

フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
の
前
に
ス
プ

レ
ー
缶
を
放
置
。

　
●
　�

石
油
ス
ト
ー
ブ
の
近
く
で
ス
プ

レ
ー
を
使
用
。

　

こ
の
よ
う
な
行
動
を
す
る
と
、

ス
プ
レ
ー
缶
に
使
わ
れ
て
い
る
可

燃
性
ガ
ス
に
引
火
し
て
、
火
災
や

爆
発
事
故
を
起
こ
す
危
険
性
が
あ

り
ま
す
。
ス
プ
レ
ー
缶
に
よ
る
火

災
を
予
防
す
る
た
め
に
、
次
の
こ

と
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

　
●
　�

使
用
前
に
必
ず
注
意
書
き
を
確

認
す
る
。

　
●
　�

ス
プ
レ
ー
缶
を
廃
棄
す
る
場
合

は
、
必
ず
火
気
の
な
い
通
気
性

の
良
い
屋
外
で
、
ガ
ス
が
な
く

な
る
ま
で
噴
射
し
、
安
全
な
場

所
で
穴
を
開
け
る
。

　
●
　�

カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
の
燃
料
ボ
ン

ベ
は
、
正
し
く
装
着
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
確
か
め
て
使
用
す

る
。
燃
料
ボ
ン
ベ
が
異
常
に
加

熱
さ
れ
な
い
よ
う
に
、
燃
料
ボ

ン
ベ
カ
バ
ー
を
覆
う
よ
う
な
大

き
な
鍋
な
ど
は
使
わ
な
い
。

　
●
　�

ス
プ
レ
ー
缶
は
、
ガ
ス
コ
ン
ロ

や
暖
房
器
具
付
近
な
ど
の
高
温

と
な
る
場
所
や
、
直
射
日
光
と

湿
気
が
多
い
場
所
を
避
け
て
保

存
し
、
火
気
の
な
い
安
全
な
場

所
で
使
用
す
る
。

　

空
気
が
乾
燥
し
、
火
災
が
起
こ

り
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ス
プ

レ
ー
缶
の
正
し
い
取

り
扱
い
を
お
願
い
し

ま
す
。

ス
プ
レ
ー
缶
製
品
の
取
り
扱
い
に
注
意
！

だ
ま
さ
れ
や
す
さ
心
理
チ
ェ
ッ
ク

作
成
：
静
岡
県
立
大
学
　
准
教
授
　
西
田
　
公き

み

昭あ
き

当
て
は
ま
る
項
目
に
○
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

①
自
分
の
周
り
に
あ
ま
り
悪
い
人
は
い
な
い
と
思
う

②
相
手
に
悪
い
の
で
人
の
話
を
一
生
懸
命
聞
く
方
だ

③�

た
ま
た
ま
運
の
悪
い
人
が
ト
ラ
ブ
ル
に
遭あ

う
の
だ

と
思
う

④�

知
人
か
ら
「
効
い
た
」「
良
か
っ
た
」
と
聞
く
と
、

や
っ
て
み
よ
う
と
思
う

⑤�

有
名
人
や
肩
書
の
あ
る
人
の
言
う
こ
と
は
、
つ
い

信
用
し
て
し
ま
う

⑥
人
か
ら
勧
め
ら
れ
る
と
断
れ
な
い
方
だ

⑦�

迷
惑
を
掛
け
た
く
な
い
の
で
、
家
族
に
も
黙
っ
て

い
る
こ
と
が
あ
る

⑧
実
際
、
身
近
に
相
談
で
き
る
人
が
あ
ま
り
い
な
い

⑨�

し
っ
か
り
者
だ
と
思
わ
れ
た
い

▼�

い
く
つ
当
て
は
ま
り
ま
し
た
か
？
○
が
多
い
ほ

ど
、
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
に
あ
う
危
険
度
が
高
い
傾

向
に
あ
り
ま
す
。

出
典
：
消
費
者
庁
「
見
守
り
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」

「
誰
で
も
だ
ま
さ
れ
る
」
と
い
う
認
識
を
持
と
う

　
だ
ま
さ
れ
な
い
た
め
に
は
、
ま
ず
自
分
の
判
断
を

疑
っ
て
み
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
急
い
で
契
約
を
決

め
る
よ
う
に
求
め
ら
れ
て
も
、
正
し
い
対
処
が
で
き

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

問
山
鹿
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー（
商
工
観
光
課
内
）

☎（
43
）０
１
８
８

　
熊
本
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
６（
３
８
３
）０
９
９
９

　

４
月
１
日
㈪
か
ら
、
新
し
い
ご
み
焼
却
施
設
（
山

鹿
市
環
境
セ
ン
タ
ー
）
が
稼
働
し
ま
す
。
こ
れ
に
伴

い
、
燃
や
す
ご
み
の
自
己
搬
入
先
が
、
同
セ
ン
タ
ー

に
変
わ
り
ま
す
。
搬
入
す
る
と
き
の
手
続
き
な
ど
も

変
更
し
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※�

自
己
搬
入
と
は
、
引
っ
越
し
や
遺
品
整
理
な
ど
で

一
時
的
に
ご
み
が
多
量
に
出
る
場
合
や
、
通
常
の

ご
み
収
集
日
に
出
せ
な
い
場
合
な
ど
に
、
直
接
焼

却
場
（
環
境
セ
ン
タ
ー
）
に
持
ち
込
む
こ
と
で
す
。

１
．
搬
入
先

　

山
鹿
市
環
境
セ
ン
タ
ー
（
石
４
１
６
番
地
）

２
．
搬
入
で
き
る
日
時

　

月
曜
日
か
ら
土
曜
日
（
平
日
）
の
午
前
９
時
～
午

後
４
時
。
祝
日
（
日
曜
日
を
除
く
）
も
受
け
入
れ
可
。

年
末
年
始
（
12
月
31
日
～
１
月
３
日
）
は
休
業
で
す
。

３
．
搬
入
前
の
事
前
受
け
付
け

　

環
境
セ
ン
タ
ー
で
の
混
雑
を
防
ぐ
た
め
、
事
前
に

電
話
で
の
受
け
付
け
を
行
い
ま
す
。
搬
入
す
る
日
時

を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

電
話
受
付
時
間

　

平
日
搬
入
…
当
日
の
午
後
３
時
ま
で

　

土
曜
日
・
祝
日
搬
入
…
平
日
の
午
後
３
時
ま
で

４
．
搬
入
時
の
手
続
き

　

搬
入
す
る
と
き
は
「
一
般
廃
棄
物
（
燃
や
す
ご
み
）

自
己
搬
入
申
請
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
環

境
セ
ン
タ
ー
に
提
出
し
て
下
さ
い
。
運
転
免
許
証
な

ど
の
本
人
確
認
書
類
の
提
示
が
必
要
で
す
。
申
請
書

は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
か
、

環
境
課
・
各
市
民
セ
ン
タ
ー
・
環
境
セ
ン
タ
ー
で
お

受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

５
．
搬
入
手
数
料

　

１
回
の
搬
入
量
10
㌔
に
つ
き
１
５
０
円
。

６
．
搬
入
車
両
の
制
限

　

２
㌧
ト
ラ
ッ
ク
ま
で
（
全
長
４
・
７
㍍
×
全
幅
１
・

７
㍍
程
度
）。
産
廃
車
両
を
除
く
。

７
．
搬
入
回
数

　

原
則
１
日
１
回
ま
で
。

８
．
自
己
搬
入
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

　

環
境
課　

☎（
43
）７
２
１
１

環境センターキャラクター「やまタン」
デザイン…漫画家・飛

とび

松
まつ

良
りょう

輔
すけ

氏

×
× とても危険です！
×
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自然の中での体験が心を育てる
稲光園☎ (46)5030

　稲光園は、自然の中で遊ぶ
ことや、絵を描くことに積極
的に取り組んでいる保育園で
す。12月に当園では、現代美
術作家の長谷光

みつしろ

城先生をお招
きして「絵をみる会」が開催
されました。講演を聴き、乳
幼児期に五感を活用することが重要で、子ども自身がさ
まざまなものに触れ、感じることで感性・感情を育てる
ことができるということを教えていただきました。「子

どもに共感することは、自信
を与えることにつながる」「絵
は心と育ちを語る」という先
生の言葉がとても印象的でし
た。環境の変化やSNSの普及
により、自然に触れる機会が
少なくなりつつある現代です

が、もっと子どもたちにいろいろな体験をさせること
が、親としてとても大切だと感じました。また、園児の
描いた絵に表れている心の動きもお話ししていただき、
とても有意義な時間を過ごすことができました。

稲光園　保護者会長　髙木

自然素材を使って家作り

津袋の里山散歩

ただ今、絶賛子育て中
三岳保育園☎ (43)3874

　この時季になると、山鹿地区保育園保護者連絡協議
会主催のビーチボールバレー大会が開催されます。大
会の応援に行き、保護者同士がとてもイキイキとして
ボールを追っている姿に、いつかは参加したいと思っ
ていましたが、私ただ今絶賛５人の子育て中（小学生
も２人）、球技も初心者同然。わが家からはいつも主人
を送り出していました。
　ことしは家族の協力もあって、ついに私が参加する
ことに！子ども連れで夜の練習も参加できませんが、
保育園の保護者同士の親睦も深められると思っていま
す。「声を出したり、体を動かすことが、とても楽しみ」
「大丈夫かな〜」と、不安もよぎるのですが「参加する
ことに意義あり」を励みに、１日を楽しんでこようと
思います。２月 17 日㈰に菊鹿グリーンパレスで行わ
れますが、さて結果はいかに。

三岳保育園　保護者　栗原

　「10年後・20年後を見据えた教育の創造」
　『夢フェスタ』で今を頑張る！来民小学校

　来民小では「将来の夢と現実（いま）をつなぎ、目
の前のことに一生懸命頑張る力を育てよう」を合い言
葉に、保護者と地域の皆さん、そして教師が一緒になっ
て、ことしも去る 11 月 10 日に第２回『夢フェスタ』
を開催しました。ことしは運営をスリム化し、５回の
夢作り委員会で当日を迎えました。体験ブースこそ児
童の希望によりますが、講師の選定から準備、そして
打ち合わせまで、保護者と教師が一緒になって取り組
んだ地域学校協働活動です。
　当日は、最初に鹿本小
学校新校舎建築現場の見
学と説明がありました。
一日に 50 〜 100 人が約
１年間業務しているとい
うこと、雨の日も風の日
も、暑い日も寒い日も戸
外で作業されており、何百という作業工程を 40 以上
の職種の人が入れ替わり立ち替り作業している事など
が説明されました。使われているコンクリートは、山

鹿市の総人口の体重より重いことに子どもたちは一様
に驚き、感謝の思いでいっぱいになりました。
　次に 10 のブース体験があり、子どもたちは本物に
触れ、プロの皆さんの仕事
への熱い思いや生き様を
しっかりつかみました。10
のブースは①警察官②サッ
カー選手③美容師④インテ
リアコーディネーター⑤声
優⑥パン屋⑦みそ屋⑧自衛
官⑨音楽療法士⑩建築士で
した。
　来民は一つ。PTA 協働
で、子どもたちの夢への架
け橋を支えていきます。

◦来民小学校データ◦　大坂高弘校長　児童数 251人

鹿本小建設現場

建築ブース

美容師ブース

「地域を愛し、地域に貢献する鹿本中」
〜鹿本中生がボランティアします〜鹿本中学校

　コミュニティ・スクール導入２年目の本校では、地
域と学校が互いにWin・Win の関係を築くことを目
指し、学校が地域から支援を受けるだけでなく、学校
も地域に貢献できることはないかを考え、取り組んで
います。
　本年度は、新たな取り組みとして地域の要請を受け
て、中学生がボランティアに出掛ける仕組みづくりを
進めています。10 月には、新聞の折り込みチラシで
ボランティアの募集を行いました。チラシの効果もあ
り、11 月には 3件のボランティア要請があり、延べ
24 人が参加しました。要請内容は①３区の文化祭の
後片付け②６区の花壇の花苗植えとグランドゴルフ
の運営や競技参加③保育園での夕方の読み聞かせで
す。この生徒のボランティア派遣は、学校管理下外の
活動ですので、学校の保険が適用されません。そこで、
地域から協力いただいた資源回収活動の益金の一部
を 1日保険の保険料に充てています。ここでも地域
と学校のWin・Win の関係が成立しています。
　これからも学校運営協議会と連携し、地域を愛し、
地域に貢献する鹿本中を目指します。

◦鹿本中学校データ◦　島木浩次校長　生徒数 219人

子育て支援　育児情報
〜地域ぐるみで子どもを育てあい〜 子育て短期支援

やまがファミリーサポートセンター

内　容
・�保育園へ登園する前の時間、または降園後、子どもを
預かること。
・�保育園までの送迎。
・��学校の放課後、または学童保育終了後、子どもを預か
ること。
・�冠婚葬祭や、きょうだいの学校行事の際、子どもを預
かること。
・�買い物（病院）など外出の際、子どもを預かること。
※原則として子どもを協力会員の自宅でお預かりします。
※�利用には事前の登録が必要です。また、料金も発生し
ます。

子ども課☎ (43)1514

◯�支援活動を援助する協力会員を常時募集しています。
関心のある人は事務局まで。

ショートステイ（宿泊あり）
　保護者が家庭において子どもを養育することが困難に
なったとき、緊急一時的に子どもを預かります。
　例えば、病気、配偶者からの
暴力、身体または精神上の理由、
その他経済的な理由など。

トワイライト（宿泊なし）
　保護者が仕事などの理由で、平日の夜間や土日祝日な
どに不在となり、家庭において養育が困難となった場合、
緊急的に子どもを預かります。

※�市が行う子育て活動支援事業の一
つで、利用に当たっては、いくつか
の確認事項があります。また、利
用料が発生します。詳しくは子ども
課までお尋ねください。

やまがファミリーサポートセンター☎ (44)8800

　山鹿市が行う子育て活動支援事業の一つとして、山鹿
市社会福祉協議会へ委託しています。

山鹿子育て支援センター　☎ (43)1270　 つどいの広場 ( おさか童夢 )　☎(43)1155　 病後児保育室　☎ (43)1281
鹿北子育て支援センター　☎ (32)3194　 第一児童館　　　　　　　 ☎(43)1128　 ファミリー・サポートセンター
菊鹿子育て支援センター　☎ (48)4660　 中央児童センター　　　　 ☎(44)0057　 　　　　　　 ☎ (44)8800
鹿本子育て支援センター　☎ (46)6029　 児童センター　　　　　　 ☎(46)4441
鹿央子育て支援センター　☎ (36)2150　 鹿本児童館　　　　　　　 ☎(46)4455

三岳ふれあい田収穫餅つき交流会　楽しかったね！
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２健康カレンダー

月
◦�乳幼児健診の対象のお子さんには個別通知を出しています。届いていない場合は健康
増進課へご連絡ください。
◦�母子健康手帳交付時に持ってくるもの
・�印かん・妊娠届出書（予定日が分かるもの）・次の①、②いずれか（①妊婦本人のマ
イナンバーカード②妊婦本人の通知カードと運転免許証などの本人確認書類）・過去
の妊娠、出産の経過が分かるもの（母子健康手帳）

場所の省略表記�…【山健福】山鹿健康福祉センター　�【ひだまり】鹿本健康福祉センター（ひだまり）

日 月 火 水 木 金 土
１ ２
母子健康手帳交付
9:30 ～ 11:00 受付

【山健福】
３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

１歳６カ月児健診
29年 6月生
山鹿(大道・三玉を除く)・
鹿北・鹿央
13:15 ～ 13:45 受付

【山健福】

母子健康手帳交付
9:30 ～ 11:00 受付

【山健福】

10 11 12 13 14 15 16
建国記念の日 ３〜４カ月児健診

30年 10月生
三玉・菊鹿・鹿本
13:30 ～ 13:45 受付

【ひだまり】
７〜８カ月児健診
30年６月生
三玉・菊鹿・鹿本
13:15 ～ 13:30 受付

【ひだまり】

母子健康手帳交付
9:30 ～ 11:00 受付

【山健福】
３歳児健診
27年 10月生
山鹿（大道・三玉を除く）
鹿北・鹿央
13:15 ～ 13:45 受付

【山健福】

17 18 19 20 21 22 23
３〜４カ月児健診
30年 10月生
山鹿（三玉を除く）・鹿北・
鹿央
13:15 ～ 13:45 受付

【山健福】

すくすく学級
30年３月生
三玉・菊鹿・鹿本
10:00 ～ 10:15 受付

【ひだまり】

すくすく学級
30年３月生
山鹿（三玉を除く）・鹿北・
鹿央
10:00 ～ 10:15 受付

【山健福】

母子健康手帳交付
9:30 ～ 11:00 受付

【山健福】

24 25 26 27 28
７〜８カ月児健診
30年６月生
山鹿（三玉を除く）・鹿北・
鹿央
13:15 ～ 13:45 受付

【山健福】

１歳６カ月児健診
29年６月生
大道・三玉・菊鹿・鹿本
13:15 ～ 13:45 受付

【ひだまり】

３歳児健診
27年 10月生
大道・三玉・菊鹿・鹿本
13:15 ～ 13:45 受付

【ひだまり】

　寒さが厳しくなる２月。冬の健康について注意したいポ
イント
◦温度と湿度、部屋の環境調整
　冬場は乾燥して体の防御反応も低下しウイルスに感染しやす
くなります。室温20℃前後、湿度50～60%で調整しましょう。
「ヒートショックに注意！」
　ヒートショックとは、急激な温度変化で体がダメージを
受けることをいいます。冬の時季は、短時間で急激な温度
変化が起きやすく血圧の急激な上昇や下降が起こります。
特に入浴前後は気を付けましょう。
◦冬場の運動のポイント
1．�運動前に軽いストレッチなどで体をじゅうぶん温め、慣
らしましょう。

２．体温調節、水分補給に心掛けましょう。
３．�運動後のクールダウンは温かい所で、じゅうぶんな休
憩を取りましょう。

◦感染症の予防
手洗い・うがい、マスクの着用、咳エチケット
「感染症に負けない体づくりを！」
　冬場はインフルエンザやウイルス性の胃腸炎に感染しやすく
なります。
1．�１日３食決まった時間にバランスの良い食事を心掛け
ましょう。特に、野菜や果物に多く含まれるビタミン
は免疫力を高める作用があります。

２．�睡眠をじゅうぶんに取りましょう。
　���体を守る力（免疫力）や病気を治す力（治
癒力）は睡眠中に作られます。

「冬の健康管理」元気に冬を乗り切りましょう！

元気の
お手伝い

Vol.118

山鹿市民
医療センター通信

山
鹿
市
民
医
療
セ
ン
タ
ー

☎（
44
）２
１
８
５

山鹿市民医療センター
消化器内科長

堤　英
ひで は る

治

新
規
抗
が
ん
薬
は
特
効
薬
？

素
晴
ら
し
い
治
療
薬
で
あ
り
、
多
大
な

功
績
を
残
さ
れ
た
本
庶
先
生
に
尊
敬

の
念
を
示
し
ま
す
。

　
「
じ
ゃ
あ
、
も
う
が
ん
に
な
っ
て
も

大
丈
夫
だ
！
」
と
思
わ
れ
る
人
も
い
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
残
念
な
が
ら
そ

う
い
う
訳
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
な
ぜ
な

ら
、
こ
の
「
免
疫
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

阻
害
薬
」
も
が
ん
を
根
治
さ
せ
て
く
れ

る
も
の
で
は
な
い
か
ら
で
す
。
特
に
私

の
専
門
で
あ
る
消
化
器
領
域
で
は
、
あ

く
ま
で
根こ

ん
ち治

切
除
が
で
き
な
い
患
者
さ

ん
が
対
象
の
治
療
法
で
、
治
療
の
選
択

肢
が
増
え
た
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
未
来
は

ど
う
な
る
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
現

時
点
で
が
ん
を
根
治
さ
せ
る
に
は
、
早

期
発
見
、
早
期
治
療
以
外
に
は
ま
ず
あ

り
得
ま
せ
ん
の
で
、
定
期
的
な
検
診
を

忘
れ
ず
に
受
け
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。
自
覚
症
状
が
な
い
う
ち
に
検
診
を

受
け
る
の
が
キ
モ
で
す
。

　

先
日
、
京
都
大
学
名
誉
教
授
の
本

庶
佑た

す
く

先
生
が
ノ
ー
ベ
ル
医
学
生
理
学

賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
免
疫
の
司
令

塔
で
あ
る
Ｔ
細
胞
表
面
に「
Ｐ
Ｄ

−

１
」

と
い
う
分
子
を
発
見
し
、
こ
の
研
究

を
も
と
に
新
し
い
が
ん
治
療
薬
で
あ
る

「
オ
プ
ジ
ー
ボ
」
が
開
発
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
研
究
に
よ
り
が
ん
免
疫
療
法

の
発
展
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
た
こ
と

が
授
賞
理
由
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　
こ
の
お
薬
は
「
免
疫
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ

ン
ト
阻
害
薬
」
と
い
う
種
類
に
分
類
さ

れ
、
従
来
の
抗
が
ん
剤
と
は
ま
っ
た
く

別
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
で
効
果
を
発
揮
し
ま

す
。
従
来
の
抗
が
ん
剤
は
が
ん
細
胞

そ
の
も
の
を
標
的
と
し
た
お
薬
で
し
た

が「
免
疫
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
阻
害
薬
」

は
本
来
ヒ
ト
に
備
わ
っ
て
い
る
が
ん
細

胞
に
対
す
る
免
疫
機
構
を
高
め
る
こ
と

で
効
果
を
発
揮
し
ま
す
。
こ
の
お
薬
は

す
で
に
肺
が
ん
や
腎
が
ん
、
皮
膚
が
ん

な
ど
多
く
の
病
気
で
使
用
さ
れ
て
い
ま

す
。
が
ん
治
療
に
革
命
を
も
た
ら
し
た

献血にご協力ください
【献血日】２月28日㈭
◦山鹿市役所
　受付時間　9：30〜16：00

　３月31日㈰まで「One�More�400献血キャンペーン」
を実施しています。平成 30年度中に、400㎖献血を２
回目、３回目ご協力いただいた人へ、カップ麺２個をプ
レゼントし、献血の推進を図っています。
　現在、輸血を必要とする人が増える一方、10 代～
30代の献血協力が減少しています。また、昨年ご協力
いただいた人の中で、年１回の人が全体の７割以上を占
めています。１年間に男性は３回、女性は２回まで献血
ができます。年間を通した安定的な血液確保のため、１
年間に複数回の献血のご協力をお願いします。

One�More�400献血キャンペーン

　予防接種には接種対象年齢と、決められた間隔がありま
す。母子手帳を確認し、決められた間隔を守り、お子さん
の体調が良いときに接種しましょう。
【麻しん・風しん（ＭＲ）】
◦ �1期対象者　１歳～２歳の誕生日の前日まで
◦�２期対象者　平成 24年４月２日～平成 25年４月１日
生まれの人（２期の接種期間は３月末日までです。まだ
接種していない人はご注意ください）

【二種混合】
◦�対象者　小学６年生（13歳の誕生日の前日まで）

　山鹿市に住んでいる 19歳以上の人全員に、各種健診希
望調査票を郵送しています。職場やかかりつけの医療機関
で定期検診を受けている人も、提出をお願いします。がん
検診は、山鹿市に住んでいる19歳以上の人全員が対象です。
年に１回は健診を受け、体の状態を確認しましょう。

お子さんの予防接種はお済みですか

年に１回、健診を受けましょう

●

◦�対象者　法律上婚姻をしている夫婦で、次の①～④全て
に該当する人。
　�①「熊本県特定不妊治療費助成事業」による助成の承認
を受けた夫婦②山鹿市に１年以上住所がある夫婦（どち
らか一方で可）③市税を滞納していないこと（世帯全員）
④特定不妊治療に関し、他の助成金（県事業による助成
金を除く）の交付を受けていないこと
◦�助成内容　①特定不妊治療費から県事業により交付され
た助成金の額を控除した額で、１回につき５万円を限度
として助成（年度内２回まで）②医療保険の対象外であ
る男性不妊検査（精液検査、血液検査、内分泌検査など）
の費用を1万円を限度として助成（1回限り）
　※県事業において指定を受けている医療機関で受ける検
　　査のみ
◦�申請方法　県事業による助成の承認を受けた日から 3カ
月以内に、下記のものを健康増進課（山鹿健康福祉セン
ター内）にお持ちください。
　�①熊本県特定不妊治療費助成事業承認決定通知書の写し
②特定不妊治療費助成事業受診等証明書の写し③特定不
妊治療に要した費用の領収書（指定医療機関発行）の写
し④特定不妊検査に要した費用の領収書（指定医療機関
発行）の写しおよび特定不妊検査を証明するもの⑤住民
票謄本（１カ月以内に発行された世帯全員のもの）⑥戸
籍謄本（１カ月以内に発行されたもの。住民票謄本で夫
婦の続柄の記載があれば不要）⑦印かん（朱肉使用のもの）
⑧ご夫婦どちらか（山鹿市に住民票を持つ申請者）の通
帳⑨運転免許証などの写真付き本人確認書類
※②③は県に提出する前にコピーをしておいてください。
※�④は、該当者のみ。
◦�申請期限　３月29日㈮まで　（土・日曜日、祝日を除く）

特定不妊治療費を助成します

健康ポイント事業の応募を受け付けてま
す。20ポイント達成した人は、４月１
日㈪までに応募してください。
たくさんの応募をお待ちしています。
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問い合わせ先
社会教育課
☎（43）1651

菊池川 日本遺産 検索

広報やまが　2019.2　2223　2019.2　広報やまが

12 問市民課　☎ (43)1169およろこび・うぶごえ・おくやみ

※12月中の届出のうち、本庁・市民センターで受け付けた掲載希望者分を掲載しています

イ
ベ
ン
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情
報

■
玉ぎ

ょ
く

祥し
ょ
う

寺じ

こ
の
み
や
お
ど
り

（
菊
池
市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
）

　
女
装
し
た
男
性
２
人
が
、歌
に

合
わ
せ
太
鼓
を
た
た
き
な
が
ら
踊

る
独
特
の
民
俗
芸
能
で
す
。

日
時
　
２
月
27
日
㈬
　
午
後
７
時

場�

所
　
菊
池
市
春
日
神
社
境
内

（
玉
祥
寺
４
２
３
）

駐
車
場
　
菊
池
市
玉
祥
寺
公
民
館

問�

玉
祥
寺
こ
の
み
や
お
ど
り
保
存

会（
味あ

じ

府ふ

）

☎
０
９
０（
３
７
３
３
）２
４
５
９

櫂伝馬船の両端に陣取る踊り手の剣櫂踊り（左）と采振り（右）大浜外嶋住吉神社年紀祭（水上神事）

ま
れ
て
き
ま
し
た
。
11
月
23
日
、

祭
り
の
世
話
役
を
務
め
る
節せ

っ

頭と
う

の

精し
ょ
う

進じ
ん

小ご

屋や

入
り
に
始
ま
り
、
24
日

に
は
菊
池
川
の
水
で
身
を
清
め
る

汐し
お

取と

り
を
実
施
。25
日
の
夕
刻
に
、

い
よ
い
よ
流
鏑
馬
が
奉
納
さ
れ
ま

す
。
26
日
に
は
御ご

神し
ん

体た
い

を
次
の
節

頭
区
へ
と
引
き
継
ぐ
節
頭
渡
し
が

行
わ
れ
、全
神
事
が
終
了
し
ま
す
。

　
流
鏑
馬
の
矢
や
的
の
材
料
は
住

民
が
山
野
か
ら
集
め
て
作
り
ま

す
。
農
村
に
伝
わ
る
流
鏑
馬
と
し

て
今
な
お
一
連
の
神
事
が
継
承
さ

れ
続
け
て
い
る
点
が
評
価
さ
れ
、

平
成
16
年
に
県
指
定
重
要
無
形
民

俗
文
化
財
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
　（
担
当
：
玉
名
市
文
化
課
）

文
化
的
、
経
済
的
に
大
き
な
繁
栄

を
遂
げ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま

す
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
海
で
毎

日
危
険
と
隣
り
合
わ
せ
で
生
き
る

人
々
の
、暮
ら
し
の
平
安
を
祈
り
、

明
日
へ
の
活
力
を
養
お
う
と
い
う

思
い
も
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

梅ば
い

林り
ん

天
満
宮
流や

鏑ぶ
さ

馬め

　
馬
上
か
ら
弓
矢
で
的
を
射い

る
流

鏑
馬
は
平
安
時
代
か
ら
存
在
し
、

江
戸
時
代
に
神
事
と
し
て
奉
納
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
玉
名
市
東
部
に
あ
る
梅

林
天
満
宮
の
秋
季
大
祭
で
奉
納
さ

れ
る
流
鏑
馬
は
、
地
元
で
は
「
ヤ

ク
サ
ン
ド
ン
」と
呼
ば
れ
て
親
し

大お
お

浜は
ま

外と

嶋し
ま

住す
み

吉よ
し

神
社
年
紀
祭

　
玉
名
市
大
浜
町
の
大
浜
外
嶋
住

吉
神
社
で
約
10
年
に
一
度
開
催
さ

れ
て
い
て
、
次
回
は
２
０
２
０
年

5
月
上
旬
の
予
定
で
す
。
年
紀
祭

が
生
ま
れ
た
時
代
は
不
明
で
す

が
、
五
穀
豊
穣
の
ほ
か
、
年
貢
米

や
農
産
物
を
大
坂
（
現
在
の
大
阪

府
）へ
運
ぶ
船
の
航
海
安
全
と
、

豊
漁
を
祈
願
す
る
た
め
の
も
の
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
数
日
間
に
及

ぶ
祭
り
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
は
、

菊
池
川
の
河
口
を
さ
か
の
ぼ
る
水す

い

上じ
ょ
う

神
事
で
す
。
御ご

座ざ

船ぶ
ね

3
艘そ

う

に
大

漁
旗
や
紅
白
幕
で
飾
る
櫂か

い

伝で
ん

馬ば

船せ
ん

が
３
艘
ず
つ
連
な
り
ま
す
。「
ホ
ー

ラ
ン
エ
ン
ヤ
」の
掛
け
声
と
、
太

鼓
に
合
わ
せ
た
こ
ぎ
手
の
櫂か

い

さ
ば

き
、「
剣け

ん

櫂が
い

踊
り
」や
「
采ざ

い

振ふ

り
」

は
圧
巻
で
、
大
き
な
見
ど
こ
ろ
の

一
つ
で
す
。
祭
り
が
華
麗
で
盛
大

に
な
っ
た
背
景
に
は
、
大
浜
町
が

廻か
い

船せ
ん

問
屋
の
町
と
し
て
発
展
し
、

汐取りは梅林地区よりも河口に近
い下流の小島地区で行われる。

長さ400mの馬場で３つの的に矢
を放つ流鏑馬が３回繰り返される。

五ご

穀こ
く
豊ほ
う
穣じ
ょ
うを
祈
る
ま
つ
り
③

およろこび
山　鹿
　米　田　小川　大海さん♥松岡　愛実さん
　八　幡　　田　　晃さん♥岩下　由美さん
　　　　　佐藤　　豊さん♥平野　由子さん
　　　　　瀬戸　祐二さん♥猪島　　碧さん
　平小城　甲斐　敏弘さん♥古澤登美枝さん
　大　道　竹下　　潤さん♥原口　　玲さん

鹿　北
　岩　野　鳥飼　亮佑さん♥信國　舞子さん
鹿　本
　稲　田　松川　　靖さん♥村田佳央理さん
鹿　央
　千　田　渕上　右京さん♥前田　菜摘さん

う ぶ ご え
山　鹿

　山　鹿　財木亜
あ や と

弥叶さん　古閑　　穏
おと

さん
　　　　　福山　心

こ こ な

絆さん　今村　漱
そ う し

志さん
　　　　　桑原　大

ひ ろ と

朋さん　外屋　　杏
あん

さん
　　　　　吉岡　汰

た つ き

騎さん　村上　颯
ふ う が

河さん
　　　　　下田　　樹

いつき

さん
　八　幡　　本　暁

あ き と

士さん　野嶋ひかりさん
　三　岳　中野　優

ゆうしん

心さん
　三　玉　藤吉　来

き お

恩さん
　大　道　工藤　　結

ゆい

さん　津幡　柊
と う り

吏さん
　　　　　富田　　鈴

りん

さん　古荘　　唯
ゆい

さん
　　　　　米島　　佑

たすく

さん

鹿　北

　岳　間　西田　岳
や ま と

歩さん
　岩　野　竹本　伊

い お り

織さん
菊　鹿

　六　郷　横田　章
あ き と

斗さん
鹿　本

　来　民　宮本　恋
こ と

叶さん
　稲　田　木村　光

こうせい

惺さん　小川　由
ゆ な

栞さん
　　　　　古市　眞

ま こ

子さん　藤本　音
お と は

羽さん
鹿　央

　千　田　岡山　茉
ま お

央さん
　米野岳　松本銀

ぎん じ ろ う

治郎さん

山　鹿
　山　鹿　仲島　昌子さん (87)　津留　順一さん (83)
　　　　　今村　武義さん (93)　　辻　　実　さん (59)
　　　　　永田　裕子さん (82)　中島美代子さん (90)
　　　　　竹下　三之さん (88)
　米　田　坂本　亀雄さん (87)　伊津野明子さん (75)
　川　辺　松本　英治さん (86)　猿渡　　清さん (89)
　　　　　髙野　昭博さん (83)
　八　幡　平尾　直孝さん (85)　大林サチエさん (96)
　　　　　山科　能於さん (97)
　平小城　原口タキ子さん (87)　井上　洋子さん (82)
　三　玉　澤田　武典さん (80)　木庭シズコさん (97)
　　　　　坂田　敬一さん (64)　立山トミ子さん (96)
　大　道　中川　正則さん (92)　西山　一義さん (73)
　　　　　若杉惠美子さん (90)　木村　　子さん (77)
　　　　　竹熊　隆光さん (87)　霍口　信雄さん (88)
　　　　　大森美佐子さん (82)

お く や み
鹿　北
　岳　間　松本　秋生さん (85)
　岩　野　内野　孝子さん (87)　主計須佐子さん (81)
　広　見　中島ネイ子さん (88)　稲葉　利雄さん (91)
菊　鹿
　内　田　児玉　長弘さん (89)　杉　　勝惠さん (80)
　　　　　早田　啓一さん (80)　福嶋　達也さん (93)
　六　郷　小松　良樹さん (77)　德丸ツヤコさん (91)
　　　　　原田ミチヨさん (92)
　城　北　立野トシエさん (89)　元田シズヨさん (96)
　　　　　山口　京子さん (70)
鹿　本
　来　民　阿蘓品妙子さん (85)　森山　春夫さん (86)
　　　　　永田　康徳さん (88)　森　紀美子さん (69)
　稲　田　平本　孝行さん (88)　有尾トシ子さん (79)
　　　　　吉岡　安男さん (88)
鹿　央
　千　田　中原　信二さん (52)　林　　正次さん (93)
　米野岳　宮田　幸治さん (88)　立山　良木さん (88)
　山　内　有働　軍記さん (97)　益田　武德さん (87)
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入札結果の報告（12 月分）
※落札価格500万円以上の工事を掲載（落札額は消費税を含む） 問防災監理課　☎（43）1113
入札日 工事名 工事場所 落札業者 落札額（円）
12/ ４ 平成 30年度中央幹線管渠更生工事 新町地内 管清工業㈱　熊本事業所 22,879,800

12/ ４ 不動岩展望所トイレ新築工事 蒲生地内 池田組 17,820,000

12/ ４ 日輪寺公園トイレ水洗化工事 杉地内 ㈲矢野電設 7,074,000

12/ ４ 旧岩野小学校校舎等解体整備工事 鹿北町岩野地内 ㈱小川建設 54,000,000

12/ ４ 山鹿中学校３棟屋上防水工事 山鹿地内 山崎塗装 5,896,800

12/ ４ 天空桑園ルート西岳不動岩線崩落防止工事 鹿北町四丁地内 ㈲草野建設 7,506,000

12/ ４ 平成30年度�林道西岳北向線災害復旧工事 鹿北町多久地内 ㈲山本建設 39,938,400

12/ ４ 平成 30年度　林道西岳不動岩線（６月災）
災害復旧工事 菊鹿町下内田地内 ㈱ハタノ 9,018,000

12/ ４ 平成 30年度　林道西岳不動岩線（７月災）
災害復旧工事 菊鹿町長地内 ㈱ハタノ 12,528,000

12/ ４ 古閑津袋線道路改良工事 古閑地内 ㈱皆本建設 49,464,000

12/ ４ 災補河第176号　荒平川災害復旧工事 鹿北町多久地内 荒川建設㈱ 6,080,400

12/26 三玉小学校ＥＶ増築工事 久原地内 ㈱本山建設 42,660,000

12/26 平成 30年度中央汚水幹線マンホール更生工事 川端町地内 管清工業㈱　熊本事業所 6,696,000

12/26 災補道第268号�竹の谷村中４号線災害復旧工事 鹿北町岩野地内 ㈱拓進 5,292,000

12/26 災補道第273号�グミノ線災害復旧工事 菊鹿町宮原地内 ㈲九憲土木 9,072,000

12/26 災補道第267号�江の草線災害復旧工事
外１件合冊 鹿北町岩野地内 ㈱モリモト 6,955,200

12/26 災補道第258号�大河内線災害復旧工事 小坂地内 ㈱フチガミ 9,396,000

今
月
の
納
税
・
保
険
料

◦ 
固
定
資
産
税
（
第
４
期
）

◦ 
国
民
健
康
保
険
税
（
第
９
期
）

◦ 

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
（
第
８
期
）

◦ 

介
護
保
険
料
（
第
６
期
）

◦ 

納
期
限　
２
月
28
日
㈭

夜
間
・
休
日
収
納
窓
口

◦  

夜
間
（
平
日
）　
２
月
26
日
㈫
～
28
日
㈭

午
後
５
時
半
～
午
後
８
時

◦�

休
日
（
日
曜
）　
２
月
24
日
㈰

　

午
前
９
時
～
午
後
１
時

◦
場
所
　
市
役
所
１
階
税
務
課�

⑥
番
窓
口

※�

納
税
は
便
利
な
「
口
座
振
替
」
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
申
込
書
は
山
鹿
市
内
の
各
金

融
機
関
に
も
備
え
て
あ
り
ま
す
。
す
で
に

口
座
振
替
を
ご
利
用
の
人
は
、
口
座
の
残

高
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

※�

市
税
・
国
民
健
康
保
険
税
に
限
り
、
納
期

限
ま
で
は
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で

納
付
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
納
付
書
の
裏

面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
税
務
課
収
納
係　
　
　

☎（
43
）１
１
４
４

※�平成 31年度の保険料は決定していますが、
割引額は広報作成時にはまだ決定していま
せん。

・�昨年度の割引額を基におよその額で掲載し
ています。詳しくは申込時にお尋ねください。

　国民年金保険料の納付は口座振替が利用できます。金融機関へ行く手間が省け、納め忘れの心配もないので、大変
便利です。口座振替でまとめて前納（前払い）すると、毎月納付するよりも割引を受けられお得です。

問国保年金課　　　　☎ (43)1576
　熊本西年金事務所　☎096(353)0142

前納期間 定額 前納額（口座振替） 割引額
２年前納

（４月〜翌々年３月分） 393,840円 約 378,340円 約 15,500円

１年前納
（４月〜翌年３月分） 196,920円 約 192,920円 約 4,000円

６カ月前納
（４月〜９月分） 98,460円 約 97,460円 約 1,000円

◦前納の種類と割引額
平成 31 年度　国民年金保険料月額は　16,410 円です。

国民年金保険料は口座振替の前納がお得です！

４月から産前産後期間の国民年金保険料が免除となります！

◦�申し込み方法　基礎年金番号が分かるもの（年金手帳など）・通帳・金融機関届け出印が必要です。口座振替をご希
望の金融機関や年金事務所、市役所と各市民センターで申し込みができます。

◦�免除期間　出産予定日または出産日が属する月の前月か
ら４カ月間の国民年金保険料が免除されます。なお、多
胎妊娠の場合は、出産予定日または出産日が属する月の
３カ月前から６カ月間の国民年金保険料が免除されます。

※�出産とは妊娠85日（４カ月）以上の出産をいいます（死
産、流産、早産された人を含みます）。

◦�届け出時期　出産予定日の６カ月前から届け出が可能
です。

※ただし、届け出ができるのは４月からです。

◦届け出先　市役所または各市民センター
◦�対象者　「国民年金第１号被保険者」で、出産日が平成
31年２月１日㈮以降の人。

◦�免除の開始日　産前産後期間の保険料免除制度の施行
日、平成31年４月１日㈪です。

◦�届け出に必要なもの　出産前に届け出を行う場合は､
出産予定日が分かるもの（母子手帳など）が必要です。
出産後の届け出においては、出産日および市で続き柄が
確認できない場合のみ、戸籍などの証明書類が必要です。

◦申込期限　２月28日㈭
　�　平成 31年４月からの口座振替前納を希望する場合の申込期限です。すでに口座振替で前納している人は、再度手
続きする必要はありません。
　※�当月末振り替え（早割）・翌月末振り替えは随時受け付けています。

◦口座振替日　毎年４月30日　※土・日・祝日などの場合は翌営業日に振り替え
　�　残高不足で引き落としができなかった場合は、割引がなくなり、その年は自動的に毎月の口座振替に切り替わりま
すのでご注意ください。翌年は再び申し込みされた前納の口座振替になります。

　

２
月
17
日
㈰
、
熊
本
市
内
に
お
い
て
「
熊

本
城
マ
ラ
ソ
ン
２
０
１
９
」（
第
８
回
大
会
）

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
大
会
当
日
は
、
長
時
間

に
わ
た
り
大
規
模
な
交
通
規
制
が
実
施
さ
れ

熊
本
城
マ
ラ
ソ
ン
開
催
に
伴
い

交
通
規
制
が
実
施
さ
れ
ま
す

お知
せら

ま
す
の
で
、
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス
沿
線
以
外
の

通
行
可
能
な
道
路
で
も
、
大
き
な
渋
滞
が
予

想
さ
れ
ま
す
。
大
変
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま

す
が
、ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

特
に
熊
本
市
内
へ
お
出
掛
け
の
と
き
は
、
マ

イ
カ
ー
の
使
用
を
控
え
、
公
共
交
通
機
関
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。交
通
規
制
の
詳
細
は「
熊

本
城
マ
ラ
ソ
ン
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

（http://kum
am
otojyo-m

arathon.jp/
）

※�

郵
便
物
や
宅
配
便
な
ど
が
遅
れ
て
届
く
こ

と
も
予
想
さ
れ
ま
す
。

問
熊
本
城
マ
ラ
ソ
ン
実
行
委
員
会
事
務
局
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０
９
６（
３
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１
月
号
の
訂
正
と
お
わ
び

　

28
ペ
ー
ジ
掲
載
の
案
内
版
、
募
集
「
市

奨
学
資
金
の
申
請
受
け
付
け
」
の
中
で
、

貸
付
金
額
の
②「
月
額
５
円
以
内
」は「
月

額
５
万
円
以
内
」
の
誤
り
で
し
た
。
訂

正
し
て
お
わ
び
し
ま
す
。
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情
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山
鹿
市
カ
ル
チ
ャ
ー
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

の
第
３
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
８
面
が
完
成
し
ま
す
。
４
月
１
日
㈪
の

オ
ー
プ
ン
に
先
駆
け
て
、
３
月
の
１
カ
月
間

を
無
料
で
開
放
し
ま
す
。

【
施
設
の
概
要
】

テ
ニ
ス
コ
ー
ト　
砂
入
り
人
工
芝
８
面

　
（
夜
間
照
明
は
４
面
）

第
３
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド

　

�

野
球
１
面
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
２
面
、
サ
ッ

カ
ー
１
面
（
夜
間
照
明
は
野
球
場
１
面
）

◦�

期
間　
３
月
１
日
㈮
～
31
日
㈰

◦�

利
用
時
間　
午
前
９
時
～
午
後
９
時

　
（
１
日
４
時
間
以
内
）

◦�

休
館
日　
毎
週
火
曜
日

◦�

受
け
付
け
開
始　
２
月
16
日
㈯
～
先
着
順

※
電
話
で
も
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

※�

無
料
期
間
に
お
け
る
大
会
予
約
お
よ
び
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
５
面
以
上
の
予
約
は
受
け
付

け
ま
せ
ん
。

�【
４
月
以
降
の
申
し
込
み
】

◦�

受
け
付
け
開
始　
３
月
１
日
㈮
～

※
利
用
日
前
月
の
１
日
か
ら
受
け
付
け
。

問
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鹿
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目
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さ
ま
ざ
ま
な
事
情
で
自
分
の
家
族
と
暮
ら

せ
な
い
子
ど
も
た
ち
が
い
ま
す
。
彼
ら
を
自

分
の
家
庭
に
迎
え
入
れ
、
温
か
い
愛
情
と
正

し
い
理
解
で
そ
の
成
長
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
の

が
里
親
制
度
で
す
。
里
親
制
度
や
子
育
て
に

つ
い
て
考
え
る
こ
と
を
目
的
に
、
里
親
さ
ん

が
体
験
談
を
語
る
子
育
て
座
談
会
を
開
催
し

ま
す
。
里
親
制
度
に
興
味
の
あ
る
人
、
子
育

て
中
の
人
、こ
れ
か
ら
子
育
て
に
携
わ
る
人
、

子
ど
も
に
関
わ
る
職
業
の
人
な
ど
、
ど
な
た

で
も
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◦�

日
時　
２
月
24
日
㈰　

午
後
２
時
～
４
時

◦�

場
所　
山
鹿
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

※�

要
申
し
込
み
。
参
加
費
無
料
。
託
児
対
応

可
能
で
す
が
、事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
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農業経営者の皆さん

青 色 申 告�を始めましょう

〜適切な森林づくりに向けた取り組みを進めます〜

森林所有者

意向を確認

経営管理を委託

市町村

　適切な森林づくり（経営や管理）が行われないと、土砂災害の防止や水源涵
かんよう

養などへ影響を及ぼすこと
が懸念されます。このため４月から「森林経営管理制度」がスタートし、森林の適切な経営や管理を進め
ることとしています。

・青色申告を始めましょう。税務署への申請は３月15日㈮までに！
・青色申告を行う農業者（個人・法人）は収入保険に加入できます。
・�収入保険は、全ての農産物を対象に自然災害や価格低下などによる
収入減少が生じた場合に補償する保険です。

※�青色申告については税務署、ＪＡなどへお尋ねください。
※収入保険については最寄りの農業共済組合にお尋ねください。

①�適切な森林づくり（経営や管理）を進めるため、山鹿市から森林所有者の皆さんへ森林づくりに関する
意向調査を実施します。
②�森林所有者の皆さんが、自ら森林の経営や管理を続けることが難しい場合には、山鹿市は森林所有者の
皆さんと相談し、必要に応じて今後の森林の経営や管理の計画を定めます。

　

熊
本
県
特
定
（
産
業
別
）
最
低
賃
金
が
改

定
さ
れ
ま
し
た
。

　

特
定
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産
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低
賃
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に
は
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用
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囲
が
あ
り
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す
。
詳
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お
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く
だ
さ
い
。
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も
、
労
働
者
も
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せら

地域別最低賃金
最低賃金の件名 時間額 効力発生年月日

熊本県最低賃金 762円 平成30年 10月１日

特定（産業別）最低賃金
最低賃金の件名 時間額 効力発生年月日

電子部品・デバイス・電子
回路、電気機械器具、情報
通信機械器具製造業

807円 平成30年 12月 15日

自動車・同附属品製造業、
船舶製造・修理業、舶用機
関製造業

858円 平成30年 12月 15日

百貨店、総合スーパー 765円 平成30年 12月 15日

◦�

対
象　
母
子
・
父
子
ま
た
は
両
親
不
在
の

世
帯
で
平
成
31
年
度
に
小
学
校
へ
入
学
す

る
児
童
（
平
成
24
年
４
月
２
日
～
平
成
25

年
４
月
１
日
生
ま
れ
）、
平
成
30
年
度
に

中
学
校
を
卒
業
す
る
生
徒
（
平
成
15
年
４

ひ
と
り
親
世
帯
な
ど
に
入
学
・

卒
業
祝
い
品
を
贈
呈
し
ま
す

お知
せら

月
２
日
～
平
成
16
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

◦�

内
容　
図
書
カ
ー
ド
（
小
学
校
入
学
３
千

円
分
、
中
学
校
卒
業
５
千
円
分
）

◦�

申
請
方
法　
指
定
の
申
込
書
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
申
込
書
は
、
社
会
福
祉
協
議

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す

る
か
、
社
会
福
祉
協
議
会
各
支
所
に
置
い

て
い
ま
す
。

◦�

申
請
期
限　
３
月
８
日
㈮

問
社
会
福
祉
協
議
会
本
所
☎（
43
）１
１
３
４

　

鹿
北
支
所　
　
　
　
　

☎（
32
）２
６
９
６

　

菊
鹿
支
所　
　
　
　
　

☎（
48
）５
０
６
０

　

鹿
本
支
所　
　
　
　
　

☎（
46
）２
２
０
６

　

鹿
央
支
所　
　
　
　
　

☎（
36
）３
８
１
１

　

飼
い
主
の
責
任
に
は
、
正
し
く
飼
い
、
愛

情
を
持
っ
て
扱
う
こ
と
だ
け
で
な
く
、
最
後

ま
で
き
ち
ん
と
飼
う
こ
と
も
含
ま
れ
ま
す
。

飼
え
な
い
か
ら
捨
て
る
こ
と
は
、
動
物
を
危

険
に
さ
ら
し
、
近
隣
住
民
に
も
迷
惑
に
な
り

ま
す
（
愛
護
動
物
の
遺
棄
は
１
０
０
万
円
以

下
の
罰
金
）。

問
山
鹿
保
健
所
衛
生
環
境
課☎（

44
）４
１
２
１

　

注
目
の「
金か

な

栗く
り

四し

三そ
う

」の
ふ
る
さ
と
に「
い

だ
て
ん
大
河
ド
ラ
マ
館
（
玉
名
市
）」「
金
栗

四
三
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
（
和
水
町
）」
が
期
間

限
定
で
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
ぜ
ひ
、
こ
の

機
会
に
、
金
栗
四
三
の
生
涯
や
そ
の
魅
力
に

触
れ
て
く
だ
さ
い
。

問�

玉
名
市
金
栗
四
三
Ｐ
Ｒ
推
進
室

☎
０
９
６
８（
57
）７
５
４
８

愛
護
動
物
を
捨
て
る
（
遺
棄
）

こ
と
は
犯
罪
で
す

「
日
本
マ
ラ
ソ
ン
の
父
の
ふ
る
さ

と
」
か
ら
の
お
知
ら
せ

お知
せら

お知
せら

森林所有者の皆さんへ　意向調査を実施します

問農林整備課　☎（43）1571　

　

こ
と
し
か
ら
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン（
ス
マ
ホ
）

で
所
得
税
の
確
定
申
告
書
を
作
成
し
、
ｅ‒

Ｔ
ａ
ｘ
で
申
告
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
給
与
所
得
者
（
年
末
調
整
済
み
）
で
、

医
療
費
控
除
ま
た
は
ふ
る
さ
と
納
税
な
ど
の

寄
附
金
控
除
を
適
用
し
て
申
告
す
る
人
は
、

ス
マ
ホ
専
用
画
面
を
ご
利
用
で
き
ま
す
。
ス

マ
ホ
か
ら
ｅ‒

Ｔ
ａ
ｘ
で
申
告
す
る
た
め
に

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
所
得
税
の

確
定
申
告

お知
せら

は
、
事
前
に
税
務
署
で
職
員
と
対
面
に
よ
る

本
人
確
認
を
行
っ
た
後
に
発
行
さ
れ
る
「
Ｉ

Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー
ド
（
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド

方
式
に
対
応
し
た
も
の
）」
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
詳
し
く
は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w.nta.go.jp/

）
を
ご
覧
に
な

る
か
、
最
寄
り
の
税
務
署
に
お
尋
ね
く
だ
さ

い
。

問 

山
鹿
税
務
署

※
自
動
音
声
案
内　
　
　

☎（
44
）２
１
８
１

　

山
鹿
市
で
創
業
・
開
業
す
る
人
を
応
援
す

る
た
め
、無
料
の
特
別
相
談
窓
口
を
開
設
し

て
い
ま
す
。補
助
率
最
大
５
分
の
４
の
空
き

店
舗
補
助
金
に
関
す
る
相
談
も
受
け
付
け
て

い
ま
す
。個
別
相
談
で
す
の
で
、事
前
予
約
を

お
願
い
し
ま
す
。

◦�

日
時　
２
月
３
日
㈰

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

◦�

場
所　
山
鹿
市
商
工
会

�

問�

山
鹿
市
商
工
会　
　
　

☎（
46
）２
１
４
１

◦�

日
時　
２
月
17
日
㈰

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

◦�

場
所　
山
鹿
商
工
会
議
所

�

問�

山
鹿
商
工
会
議
所　
　

☎（
43
）４
１
１
１

創
業
・
開
業
特
別
相
談

相談
　

山
鹿
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
協
議
会
は
、
市

民
の
皆
さ
ん
に
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
健
康
で
生
き

ふ
ら
ば
ー
る
ボ
ー
ル
バ
レ
ー
大
会

参
加
者
募
集

募集

が
い
を
見
つ
け
る
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
を
行
っ

てい
ま
す
。
今
回
、
少
し
変
形
し
た
ボ
ー
ル
を
使

う
ふ
ら
ば
ー
る
ボ
ー
ルバレ
ー
大
会
を
開
催
し
ま

す
。
ご
家
族
、
職
場
仲
間
、
地
域
グル
ー
プ
な

ど
で
チ
ー
ム
を
作って
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◦�

日
時　
３
月
17
日
㈰

　

�

受
け
付
け
：
午
前
８
時
半　

開
会
：
午
前

９
時　

競
技
開
始
：
午
前
９
時
15
分

◦�

会
場　
山
鹿
市
総
合
体
育
館

◦�

参
加
資
格　

�

山
鹿
市
在
住
ま
た
は
在
勤

◦�

チ
ー
ム
編
成　

�

１
チ
ー
ム
５
～
10
人
ま
で

◦�

申
込
期
限　
２
月
28
日
㈭

※�

参
加
賞
も
準
備
し
て
い
ま
す
。
多
く
の
ご

参
加
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

問
社
会
体
育
課　
　
　
　

☎（
43
）１
１
５
０

　

篤あ
つ
ひ
め姫
が
通
っ
た
豊
前
街
道
を
歩
い
て
み
ま

せ
ん
か
。

◦�

日
時　
３
月
17
日
㈰　

午
前
９
時
～
正
午

　

受
け
付
け
：
午
前
８
時
半
～
（
雨
天
中
止
）

◦�

コ
ー
ス　
鹿
央
町
三
十
六
茶
屋
→
乙お

と
が
い
ざ
か

貝
坂

→
五ご

り

ぎ

里
木
→
善ぜ

ん
ぎ
ょ
う
じ

行
寺
→
比び

く

に

ざ

か

丘
尼
坂
→
浦
山

口
坂
→
郡ぐ

ん
き
ょ
う
ひ

境
碑
→
南
島
→
六ろ

く
り
ぎ

里
木
→
惣そ

う
も
ん門

→
さ
く
ら
湯

◦�

集
合
場
所　
山
鹿
市
役
所
正
面
玄
関

◦�

参
加
料　
１
０
０
円
（
保
険
料
）

◦�

募
集
人
員　
先
着
30
人

◦�

申
込
期
限　
３
月
12
日
㈫

◦�

申
込
先　
山
鹿
市
立
博
物
館
（
豊
前
街
道

顕
彰
会
事
務
局
）

※
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問 

山
鹿
市
立
博
物
館　
　

☎（
43
）１
１
４
５

「
豊
前
街
道
散
策
の
旅
」

参
加
者
募
集

募集

問農業振興課　☎ (43)1556
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わ
が
国
で
は
国
勢
調
査
を
は
じ
め
各
種
統

計
調
査
が
行
わ
れ
、
調
査
か
ら
得
ら
れ
た

デ
ー
タ
は
国
の
施
策
を
決
め
る
基
礎
資
料
な

ど
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
市
で
は
、
統
計

調
査
業
務
に
従
事
す
る
「
統
計
調
査
員
」
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
仕
事
を
し
な
が
ら
で
も

空
き
時
間
や
休
日
に
で
き
る
業
務
内
容
で

す
。
一
つ
の
統
計
調
査
の
期
間
は
約
２
カ
月

間
で
、
調
査
の
内
容
や
量
に
応
じ
報
酬
が
支

払
わ
れ
ま
す
。
な
お
、
調
査
員
に
な
る
た
め

に
は
年
齢
な
ど
の
要
件
が
あ
り
ま
す
の
で
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

�

平
成
31
年
度
に
予
定
さ
れ
て
い
る
主
な
統
計

調
査

　
工
業
統
計
調
査

◦�

調
査
期
間　
５
月
～
６
月

◦�

内
容　
工
業
（
製
造
業
）
に
関
す
る
調
査

で
、
製
造
業
事
業
所
を
訪
問
し
、
調
査
票

の
配
布
・
回
収
・
点
検
な
ど
を
行
い
ま
す
。

◦�

報
酬　
２
万
円
程
度
（
業
務
量
に
よ
っ
て

変
動
）

　
農
林
業
セ
ン
サ
ス　

◦�

調
査
期
間　
平
成
32
年
１
月
～
２
月

◦�

内
容　
農
業
に
関
す
る
調
査
で
、
農
家
や

農
業
生
産
法
人
を
訪
問
し
、
調
査
票
の
配

布
・
回
収
・
点
検
な
ど
を
行
い
ま
す
。

◦�

報
酬　
２
万
～
４
万
円
程
度
（
業
務
量
に

よ
っ
て
変
動
）

問 

総
務
課
統
計
係　
　
　

☎（
43
）１
１
１
７

統
計
調
査
員
の
募
集

募集

昨年度の講座の様子

　

ス
ポ
ー
ツ
が
生
活
を
よ
り
豊
か
に
す
る
と

い
う
視
点
に
立
ち
、
障
が
い
の
あ
る
人
が
、

競
技
な
ど
を
通
じ
ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
を
体

験
し
、
ま
た
、
競
技
力
の
向
上
を
図
る
と
と

も
に
、
県
民
の
障
が
い
に
対
す
る
理
解
を
一

層
深
め
、
障
が
い
者
の
社
会
参
加
の
推
進
に

寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

◦�

期
日
・
種
目
（
予
定
）

【
４
月
21
日
㈰
】　

水
泳
競
技

【
５
月
12
日
㈰
】　

陸
上
競
技
、
フ
ラ
イ
ン
グ

　

�

デ
ィ
ス
ク
競
技
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
競
技
、
卓

球
競
技
（
サ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
テ
ニ
ス
競

技
は
除
く
）

◦�

場
所
（
予
定
）

　

熊
本
市
（
競
技
種
目
で
異
な
り
ま
す
）

◦�

参
加
資
格　
県
内
に
住
所
が
あ
る
人
か
、

県
内
の
施
設
・
学
校
な
ど
に
在
籍
し
て
い

る
13
歳
以
上
の
人
（
平
成
31
年
４
月
１
日

㈪
現
在
）
で
あ
り
、
身
体
障
が
い
の
あ
る

人
（
身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
人
）、

ま
た
は
知
的
障
が
い
の
あ
る
人
（
療
育
手

帳
を
お
持
ち
の
人
ま
た
は
取
得
の
対
象
に

準
ず
る
障
が
い
の
あ
る
人
）。

　

�

精
神
障
が
い
の
あ
る
人
（
精
神
障
害
者
保

健
福
祉
手
帳
を
お
持
ち
の
人
、
ま
た
は
取

得
の
対
象
に
準
ず
る
障
が
い
の
あ
る
人
）

は
、
卓
球
競
技
の
み
参
加
可
能
。

◦�

申
込
期
限　
２
月
25
日
㈪

※�

参
加
ご
希
望
の
人
は
福
祉
援
護
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
申
込
書
へ
の
記

入
が
必
要
で
す
。

問 

福
祉
援
護
課
障
が
い
福
祉
係

　

県
で
は
４
月
に「
く
ま
も
と
林
業
大
学
校
」

を
開
校
し
ま
す
。
林
業
就
業
希
望
者
を
対
象

と
し
た
長
期
課
程
で
は
、
阿
蘇
・
上
益
城
地

域
を
中
心
に
実
習
を
行
う
県
北
校
と
、
県
南

地
域
を
中
心
に
実
習
を
行
う
県
南
校
の
２
校

を
拠
点
に
、
４
月
か
ら
２
０
０
日
間
実
施
し

ま
す
。
受
講
に
当
た
り
試
験
や
小
論
文
、
面

接
を
行
い
ま
す
が
、
受
講
料
は
無
料
で
林
業

の
資
格
取
得
か
ら
最
新
技
術
ま
で
幅
広
く
学

べ
ま
す
。

◦�

実
施
期
間　
２
０
０
日
（
座
学
50
日
、
実

習
１
５
０
日
）

◦�

実
施
場
所　
【
県
北
校
】
座
学
：
熊
本
県

林
業
研
究
指
導
所
、
現
場
：
阿
蘇
・
上
益

城
地
域
を
中
心
、【
県
南
校
】
座
学
：
五

木
村
役
場
、
現
場
：
県
南
地
域
を
中
心

◦�

実
施
内
容　
①
森
林
・
林
業
の
基
礎
お
よ

び
Ｉ
Ｃ
Ｔ
、
ド
ロ
ー
ン
な
ど
の
最
新
技
術

の
習
得
②
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
修
や

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
な
ど
に
よ
る
能
力
開

発
③
林
業
に
必
要
な
資
格
の
習
得
な
ど

（
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
、
車
両
系
建
設
機
械
、

小
型
ク
レ
ー
ン
な
ど
）

◦
募
集
人
員　
20
人
程
度

◦�
募
集
期
間　

�

２
月
１
日
㈮
～
15
日
㈮

◦�
授
業
料
な
ど　
無
料
（
就
業
給
付
金
の
活

用
が
可
能
）

◦�

そ
の
他　

受
講
に
あ
た
り
試
験
や
小
論

文
、
面
接
の
結
果
を
総
合
し
て
判
断
し
ま

す
。

※�

く
ま
も
と
林
業
大
学
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

第
18
回
く
ま
も
と
障
が
い
者

ス
ポ
ー
ツ
大
会
出
場
者
募
集

く
ま
も
と
林
業
大
学
校

（
長
期
課
程
）
受
講
生
募
集

募集

募集

　

玉
名
高
等
職
業
訓
練
校
で
は
職
業
能
力
開

発
促
進
法
に
定
め
ら
れ
た
基
準
に
よ
り
、
技

能
者
の
養
成
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。
事
業

所
な
ど
で
働
き
、
給
与
を
受
け
な
が
ら
訓
練

校
で
学
び
、知
識
や
技
能
が
習
得
で
き
ま
す
。

◦��

訓
練
科
目
・
募
集
人
員

　

①
木
造
建
築
科　

５
人

　

②
左
官
、
タ
イ
ル
施
工
科　

５
人

◦��

訓
練
期
間　
３
年

◦�

訓
練
日　
毎
週
木
曜
日
（
週
１
回
）

◦�

資
格　
年
齢
、
学
歴
不
問

◦��

申
込
期
限　
４
月
11
日
㈭

※�

申
し
込
み
方
法
な
ど
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
玉
名
高
等
職
業
訓
練
校

☎
０
９
６
８（
72
）４
６
２
６

（
木
曜
日
の
み
）☎
０
９
６
８（
74
）３
６
２
８

　
「
熊
本
こ
こ
ろ
の
電
話
」
と
は
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
、
こ
こ
ろ
の
悩
み

を
持
つ
人
か
ら
の
電
話
相
談
を
お
受
け
す
る

活
動
で
す
。
今
回
、
第
37
期
生
を
募
集
し
ま

す
。
講
座
で
は
精
神
科
医
師
や
臨
床
心
理
士

に
よ
り
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に
必
要
な
精
神
保

健
の
基
礎
か
ら
学
べ
ま
す
。

訓
練
生
の
募
集

「
熊
本
こ
こ
ろ
の
電
話
」
ボ
ラ
ン

ティ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
養
成
講
座

募集

募集

☎（
43
）０
０
５
２

問
県
北
広
域
本
部
農
林
水
産
部
林
務
課

☎
０
９
６
８（
25
）１
０
３
９

◦��

養
成
期
間　
６
月
～
平
成
32
年
３
月
ま
で

◦��

時
間　

平
日
の
午
後
６
時
半
～
８
時
半

（
週
１
日
の
２
時
間
を
基
本
）

◦��

対
象　
県
内
に
住
む
20
歳
以
上
の
人

◦�

受
講
料　
毎
月
２
千
円

◦�

募
集
期
間　
２
月
１
日
㈮
～
５
月
15
日
㈬

◦��

場
所　
熊
本
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
熊
本
市
東
区
月
出
３

−

１

−

１
２
０
）

問
熊
本
県
精
神
保
健
福
祉
協
会

☎
０
９
６（
２
８
５
）６
８
８
４

　

放
送
大
学
は
今
年
度
、
第
１
学
期
の
学
生

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
10
代
か
ら
90
代
の
幅
広

い
世
代
、
約
９
万
人
の
学
生
が
、
大
学
を
卒
業

し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
目
的
で
学
ん
でい
ま
す
。
心
理
学
・
福
祉
・

経
済
・
歴
史
・
文
学
・
情
報
・
自
然
科
学
な
ど
、

約
３
０
０
の
幅
広
い
授
業
科
目
が
あ
り
１
科
目

か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
全
国
に
学
習
セ

ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
て
い
て
、
サ
ー
クル
活
動
な

ど
の
学
生
の
交
流
も
行
わ
れ
てい
ま
す
。

◦��

出
願
期
限　
第
１
回�

２
月
28
日
㈭
ま
で

　

第
２
回�

３
月
17
日
㈰
ま
で

※�

資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。

　

お
気
軽
に
電
話
で
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

問
放
送
大
学
熊
本
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
６（
３
４
１
）０
８
６
０

放
送
大
学
４
月
生
募
集

募集シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

新
入
会
員
募
集

　
市
内
に
お
住
ま
い
の
原
則
60
歳
以
上
で
、

健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
人
は
、
ど
な
た
で

も
入
会
で
き
ま
す
。
新
入
会
員
説
明
会
を

毎
月
２
回
開
催
し
ま
す
の
で
、
入
会
を
希

望
す
る
人
は
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

特
に
施
設
管
理
、
施
設
清
掃
、
農
作
業

の
会
員
さ
ん
を
募
集
し
てい
ま
す
。

◦  

説
明
会
期
日��

２
月
13
日
㈬
・
27
日
㈬

◦  

会
場　
山
鹿
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

◦�

時
間　
午
前
10
時
～

問（
公
社
）山
鹿
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

☎（
44
）１
８
５
０

「山鹿茶ムリエ」講座受講生募集
山鹿市茶業振興協議会

　市の特産品である「茶」の魅力を再確認してもらうことと、身近に感じてもらう
ことを目的に「山鹿茶ムリエ」講座を開講します。
　お茶や紅茶の歴史や効能、おいしい入れ方など、当協議会青年会員が丁寧に教
えます。

○第1回講座
　「山鹿茶の歴史と効能を学ぶ」
　「お茶ができるまでを学ぶ」
・日時：2月 15日㈮　午後7時～
○第２回講座
　「おいしいお茶の入れ方を学ぶ」
　「お茶の種類を学ぶ」
・日時：３月１日㈮　午後7時～

・場所：山鹿市民交流センター
・定員：20人（先着順）
・受講料：無料
・申込期限：2月 5日㈫まで

※受講希望の人は農業振興課まで電話でお申し込みください。
問農業振興課　☎ (43)1556

㋚
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〈 

有
料
広
告 

〉

豊富な経験・知識でお役に立ちます！　まずはご相談、お見積もりを！
★ シルバー派遣事業についてもご相談ください ★

　　　　　　 ※詳しくはホームページを　http://www.sjc.ne.jp/yamaga/

センターにて新入会員説明会を開催します。
毎月、第２・４水曜日

【お問い合わせ先】
　  （公社）山鹿市シルバー人材センター
　〒861ｰ0501　山鹿市山鹿 402-8
　☎0968ｰ44ｰ1850

シルバー会員募集中！

家庭の軽作業など、シルバー人材センターにお任せください
〈 

有
料
広
告 

〉
㈲石のふるかわでは時代を先取りしたコンパクト墓「軽墓
シリーズ」を開発した。お墓の機能を完璧に備え、費用が
安く管理がしやすい、事情が変われば移転も簡単にできま
す。１ｍ×１ｍの墓地に設置でき、ニューデザインの墓石は
見た目にも華があります。日本の墓文化を守りつつ、建て主
から子孫へ負担の軽いお墓を考案しました。

熊本県知事許可（般ー27）第12675号

*（０９６８）３６－９６６８*（０９６８）３６－９６６８

愛 光

（ホームページ）http://www.ishinofurukawa.co.jp

山鹿市方保田3514－1

90万円
（税別）

80万円
（税別）

※�主催者の都合で時間や内容など変更になる場合があります。
なお、各催しのチケット・主催者などのお問い合わせは、
八千代座までどうぞ　　　　　　　　　　　問☎ (44)4004

２月

　八千代座見学＆山鹿灯籠踊り定期公演
期日　�２月４日㈪・５日㈫・７日㈭・11日㈷・12日㈫・14日㈭・

18日㈪・19日㈫・21日㈭・25日㈪・26日㈫・28日㈭
時間　１日２回（午前 11時・午後２時）
料金　大人 520 円、小中学生 260 円（団体割引あり）

開催日 行　事　名 時間 料金

１日㈮ 山鹿風情物語 夜間 有料

２日㈯ 山鹿風情物語 夜間 有料

８日㈮ 山鹿風情物語 夜間 有料

９日㈯

ニッポンたからものプロジェクト
日本遺産×LiveArt�八千代座公演 午後 無料

山鹿風情物語 夜間 有料

13日㈬ 休　館　日

15日㈮ 山鹿風情物語 夜間 有料

16日㈯ 山鹿風情物語 夜間 有料

17日㈰ 伝統の喜劇文化　劇団�肥後仁
に わ か

◯伽 午後 有料

22日㈮ 山鹿風情物語 夜間 有料

23日㈯ 山鹿風情物語 夜間 有料

24日㈰ 田島貴男　弾き語りツアー 2019 午後 有料

２
月
の
さ
く
ら
湯
休
館
日

２
月
20
日
㈬
（
第
３
水
曜
日
）

企
画
展
特
別
講
座

「
熊
本
地
震
と
装
飾
古
墳
②
」
最
新
技
術
で

記
録
す
る
人
た
ち

◦�

開
催
日　
２
月
２
日
㈯

◦�

時
間　
午
後
１
時
半
～
３
時

◦�

講
師

　

玉
名
市�

文
化
課�

技
術
主
任�

石
松　

直
た
だ
し

氏

　

嘉
島
町�

社
会
教
育
課�

技
師�

越お

ち知
睦よ

し
か
ず和
氏

菊
池
川
流
域
古
代
文
化
研
究
会
＆
熊
本
県
立

装
飾
古
墳
館
特
別
講
座

�

第
４
回�

県
内
の
文
化
財
情
報
④
「
上
天
草

市
梅う

め

の
木き

古
墳
・
保ぼ

ヶが

島し
ま

古
墳
群
の
調
査
成

県
立
装
飾
古
墳
館
２
月
の
催
し

催 し

◦�

日
時　
２
月
11
日
㈷
（
雨
天
中
止
）

　

�

午
前
９
時
：
受
け
付
け

　

午
前
９
時
45
分
：
出
発
式

第
48
回
「
健
康
づ
く
り
、歩
け
！

あ
る
け
！
大
会
」
参
加
者
募
集

昨年度の様子（岩原古墳）

催 し

果
報
告
」

◦�

開
催
日　
２
月
９
日
㈯

◦�

時
間　
午
後
１
時
半
～
３
時

◦�

講
師

　

�

県
文
化
課���

参
事�

亀
田
学ま

な
ぶ

氏

　
　
　
　
　

�

主
事�

山
口
駿し

ゅ
ん

氏

◦�

定
員　
各
回
１
０
０
人
程
度

◦�

参
加
費　
無
料

※�

事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
当
日
、
定

員
に
余
裕
が
あ
れ
ば
当
日
参
加
も
で
き
ま
す
。

問 

県
立
装
飾
古
墳
館　
　

☎（
36
）２
１
５
１

　

鶴
城
中
学
校
は
３
月
末
に
閉
校
し
ま
す
。

閉
校
式
に
は
今
ま
で
お
世
話
に
な
っ
た
地
域

の
皆
さ
ん
や
卒
業
生
な
ど
、
ど
な
た
で
も
参

加
で
き
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◦�

日
時　
２
月
24
日
㈰　

午
前
９
時
半

◦�

場
所　
鶴
城
中
学
校
体
育
館

問 

鶴
城
中
学
校　
　
　
　

☎（
43
）１
１
８
８

鶴
城
中
学
校　
閉
校
記
念
式
典

　

不
登
校
、引
き
こ
も
り
な
ど
、子
ど
も
・
若

者
の
問
題
に
つい
て一緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

◦�

日
時　
２
月
24
日
㈰　

　

午
後
０
時
半
：
受
け
付
け

　

午
後
１
時
：
開
会

◦�

場
所　
荒
尾
市
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

◦�

参
加
費　
無
料

「
困
難
を
有
す
る
子
ど
も
・
若
者

に
よ
り
そ
い
ま
し
ょ
う
」i 荒
尾

催 し

催 し

「
キ
ン
カ
ン
湯
」

　
毎
年
好
評
、
山
鹿
市
の
特
産
物
「
キ
ン
カ

ン
」
を
浮
か
べ
た
「
キ
ン
カ
ン
湯
」
を
開
催

し
ま
す
。
１
日
限
定
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
お

越
し
く
だ
さ
い
。

◦�

日
時
　
２
月
23
日
㈯

　

�

午
前
６
時
～
午
前
０
時

さ
く
ら
湯
２
月
の
イ
ベ
ン
ト

催し

　
昔
の
さ
く
ら
湯
内
に
も
設

置
さ
れ
て
い
た
広
告
看
板
。

そ
の
雰
囲
気
を
再
現
す
る
た

め
広
告
を
募
集
し
ま
す
。

※�

料
金
な
ど
の
詳
細
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◦�

募
集
期
間　
２
月
８
日
㈮

～
28
日
㈭

問
山
鹿
市
地
域
振
興
公
社
☎（
43
）０
１
１
１

さ
く
ら
湯
浴
室
内
「
レ
ト
ロ
看

板
（
有
料
）」
募
集

募集

�

古
代
ガ
ラ
ス
玉
づ
く
り

　

色
ガ
ラ
ス
の
棒
を
バ
ー

ナ
ー
で
あ
ぶ
り
、
オ
リ
ジ

ナ
ル
な
ガ
ラ
ス
玉
ネ
ッ
ク

レ
ス
を
作
り
ま
す
。

◦�

日
時　

３
月
２
日
㈯　

午
前
10
時
～
正
午

◦�

場
所　
県
立
装
飾
古
墳
館

◦��

参
加
費　
５
０
０
円　

先
着
20
人

※�

事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
。
受
け
付
け
開

始
２
月
１
日
㈮
～
（
月
曜
休
館
）

問 

県
立
装
飾
古
墳
館　
　

☎（
36
）２
１
５
１

県
立
装
飾
古
墳
館

定
期
体
験
教
室
２
月
受
け
付
け

募 集
◦�

場
所
　
さ
く
ら
湯

◦�

料
金
　
大
人
３
０
０
円
（
中
学
生
以
上
）

子
ど
も
１
５
０
円
（
３
歳
以
上
～
小
学
生

以
下
）

問 

さ
く
ら
湯　
　
　
　
　

☎（
43
）３
３
２
６

山
鹿
湯
町
・
さ
く
ら
湯
企
画
展

「
ひ
な
ま
つ
り�

さ
げ
も
ん
展
i�さ
く
ら
湯
」

◦�

日
時
　
３
月
１
日
㈮
～
３
日
㈰

　

�

午
前
10
時
～
午
後
５
時
（
最
終

日
は
午
後
３
時
ま
で
）

◦�

入
場
料
　
無
料

◦�

場
所
　
さ
く
ら
湯
池
の
間

問 

山
鹿
市
地
域
振
興
公
社
☎（
43
）０
１
１
１

◦�

受
付
場
所　
旧
山
内
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

（
駐
車
場
は
旧
山
内
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

◦�

コ
ー
ス　
旧
山
内
小
学
校

↓

仁
王
堂
→
霜

野
康こ

う
へ
い平
寺じ

→
北
谷
→
旧
山
内
小
学
校
（
正

午
：
昼
食
）　

約
６
・
２
㎞

※�

参
加
料
は
無
料
、
事
前
申
し
込
み
不
要
。

※�

昼
食
に
豚
汁
（
一
人
１
杯
）
を
用
意
し
ま

す
。
お
に
ぎ
り
、
水
筒
、
タ
オ
ル
、
手
袋
、

帽
子
、
敷
物
な
ど
を
お
持
ち
に
な
り
、
歩

き
や
す
い
服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※�

中
止
の
場
合
は
や
ま
が
メ
イ
ト
で
お
知
ら

せ
し
ま
す

問 

鹿
央
地
区
公
民
館　
　

☎（
36
）３
１
１
１

◦�

内
容

【�

第
１
部
】
講
演
「
地
域
の
中
で
共
に
～
課

題
を
持
っ
た
子
ど
も
ら
の
居
場
所
づ
く
り

～
」
講
師
：
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
と
ら
太
の
会
」

理
事
長　

山
下
順じ

ゅ
ん
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オ ム ロ ン
ハンドボール部

　山鹿市杉にあるオムロンリレーアンドデバイスのオムロ
ンハンドボール部は、1974（昭和４９）年に立石電機ハン
ドボールチームとして発足以来、山鹿市を拠点に活動を
行う、国内でも指折りの女子実業団チームです。
　また、市内の小中学校をはじめとしたハンドボール教
室の開催など、地域貢献活動にも取り組んでいます。
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定例相談

＊都合で変更になる場合があります（鹿本医師会）。 ＊営業時間が異なる薬局がありますので、詳しくはお尋ねください。

２
月
の
休
日
在
宅
当
番
医

お
よ
び
当
番
薬
局

日(曜) 診療時間：午前９時〜午後５時 営業時間：午前９時〜午後５時

３日㈰ 山鹿中央病院 /後藤整形外科医院 山鹿岩下薬局

10日㈰ 大坪内科呼吸器科医院 /前原耳鼻咽喉科医院 江上薬局グリーンファーマシー /山鹿岩下薬局

11日㈷ 坂本医院 /大坂整形外科医院 ハニー薬局 /まつ薬局 /山鹿岩下薬局

17日㈰ 三森循環器科呼吸器科病院 山鹿いちご薬局 /山鹿岩下薬局

24日㈰ うちだ内科医院 /松永整形外科リウマチ科 えいせい堂薬局 /山鹿岩下薬局

【一般】
①看護師　189,500 円〜
②准看護師　152,000 円〜
③保育士　170,139 円〜
④栄養士　15万円〜
⑤介護支援専門員　168,750 円〜
⑥訪問介護員　158,000 円
⑦看護・介護助手　15 万円〜　
⑧受け付け兼歯科助手　16 万円〜
⑨美容師　165,000 円〜
⑩ルート営業（顧客管理）
　183,000 円〜
⑪フロント係　15 万円〜
⑫発砲スチロール製造　15 万円〜
⑬�コース管理作業員　15 万円〜

【パート】
①准看護師　時給 1,100 円〜
②保育士　時給 1,000 円
③レジ係および商品補充員
　時給 770 円〜
④院内売店職員　時給 800 円
⑤販売員（雑貨など）　時給 830 円
⑥惣菜スタッフ　時給 780 円
⑦�製造スタッフ　時給 800 円〜
⑧清掃員　時給 800 円
※詳細はご来室・ご相談ください。
　すでに採用済みの場合もあります。
問 山鹿市地域職業相談室
　☎(43)1724

仕事の相談はお気軽に

◦日時　２月 14日㈭�
　　　　午後１時半〜４時半
◦場所　鹿北市民センター相談室
問鹿北市民センター　☎ (32)3111

税務相談

一人で悩まず、一度相談してみませ
んか。どの会場でも相談できます。
　相談の時間は、下記のとおりです。
◦一般相談　午前 9時〜正午
※�予約ではありませんので、お待ち
いただく場合があります。

◦司法書士相談　午前 10時〜正午
◦法律相談
　【山鹿】午前 10時〜午後３時
　【菊鹿】午前 10時〜正午

心配ごと相談

◦�日時　�２月６日㈬・13 日㈬・20
日㈬・27 日㈬　※要予約

　　　　午前 10時〜午後３時
◦場所　市役所会議室
◦�持参品　本人確認書類（運転免許
証など）、代理の場合は委任状

問国保年金課　☎ (43)1576

年金出張相談

相談は無料で、秘密は固く守ります。
お気軽にご相談ください。

◦日時　�２月５日㈫・12 日㈫・19
日㈫・26 日㈫

　　　　午後１時半〜４時
◦場所　市役所福祉援護課
　　　　障がい福祉係

◦日時　�２月６日㈬・13 日㈬・20
日㈬・27日㈬

　　　　午前９時〜 11時半
◦場所　山鹿健康福祉センター

◦日時　２月５日㈫
　　　　午後１時半〜４時
◦場所　菊鹿市民センター

◦日時　２月 12日㈫
　　　　午後１時半〜４時
◦場所　鹿央市民センター

◦日時　２月 19日㈫
　　　　午後１時半〜４時
◦場所　鹿北市民センター

◦日時　�２月 26 日㈫
　　　　午後１時半〜４時
◦場所　鹿本市民センター
問福祉援護課　☎ (43)0052

障がい児・者相談
専門の相談員が支援します。

【山鹿】
①一般相談　２月８日㈮
②�司法書士相談（登記関係）
　２月 15日㈮�※要予約
③法律相談　２月22日㈮�※要予約
◦場所　山鹿健康福祉センター内
　　　　社協本所・山鹿支所
　　　　☎ (43)1134

【鹿北】
①一般相談　２月７日㈭
②�司法書士相談（成年後見・多重債
務・登記関係）

　２月 21日㈭�※要予約
◦場所　鹿北老人福祉センター
　　　　☎ (32)2696
【菊鹿】
①一般相談　２月６日㈬
②法律相談　２月 20日㈬�※要予約
◦場所　菊鹿健康福祉センター
　　　　ひまわり館　☎ (48)5060
【鹿本】
①一般相談　２月５日㈫
◦場所　鹿本高齢者コミュニティ
　　　　センター「親和荘」
　　　　☎ (46)2206
【鹿央】
①一般相談　２月４日㈪
◦場所　鹿央地域福祉センター
　　　　☎ (36)3811
問社会福祉協議会本所��☎ (43)1134

◦日時　２月12日㈫�午後１時〜４時
◦場所　市役所商工観光課
問商工観光課　☎ (43)1579

社会保険労務士労働相談

◦日時　毎週月〜金曜日
　午前８時半〜午後５時 15分
◦場所　市役所２階消費生活相談室
問山鹿市消費生活センター
　☎(43)0188

消費生活相談認知症に関する相談
◦日時　２月 13日㈬・27 日㈬
　　　　午前 10時〜正午
◦場所　山鹿健康福祉センター
問長寿支援課地域包括支援係
　☎ (43)1077

※�年金事務所での相談を希望する場
合は予約専用ダイヤル（0570-05-
4890）をご利用ください。

第 43 回 日本ハンドボールリーグ
第43回日本リーグ　試合結果（第11〜14戦）

オムロン 18［　　］  20 飛騨高山ブラックブルズ  8-12
10-  8

・第11戦

オムロン 20［　　］  15 ソニーセミコンダクタ12-  6
  8-  9

・第12戦

オムロン 26［　　］27 三重バイオレットアイリス13-13
13-14

・第13戦

オムロン 27［　　］21 大阪ラヴィッツ11-11
16-10

・第14戦

　開催中の第 43回日本ハンドボールリーグは
14試合を戦い終えて、オムロンは９勝５敗の
成績で、９チーム中３位です。残り 10試合の
後半戦に向けて、みんなでオムロンを応援しま
しょう。優勝目指して、頑張れオムロン！

第 70 回日本ハンドボール選手権大会
　昨年12月に大阪市で開催された第70回日本ハンド
ボール選手権大会。オムロンは３連覇を目指し、試合に
臨みましたが、準々決勝で三重バイオレットアイリスに
敗れ、残念ながら優勝を逃してしまいました。

永田しおり選手（リーグ通算 300 得点）、
松尾祐

ゆ い

依選手（リーグ通算２00 得点）達成！

第14戦　VS大阪ラヴィッツ

左から松尾選手、田川俊
と し こ

子熊本県ハンドボール協会副
会長、永田選手

　昨年の 11月 10 日、リーグ戦第９戦�三重バイオレット
アイリスとの試合で、永田しおり選手がリーグ通算 300得
点を達成。10月 21日、第７戦�HC名古屋との試合で、松
尾祐依選手がリーグ通算 200得点を達成しました。おめで
とうございます。



山鹿市地域包括支援センターだより 問い合わせ先・・・山鹿市地域包括支援センター　☎（43）1077（山鹿健康福祉センター内）
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　11 月 11 日、本市では３回目となるRUN伴が
開催されました。RUN伴は、たすきリレーで生
まれる体験や出会いを通じ、認知症の人を含めて、
誰もが暮らしやすい地域をつくることを目的に開
催されるイベントです。

　７月１日に北海道をスタートしたたすきは、全
国の認知症の人や家族、支援者や地域の皆さんが
リレーでつなぎ、本市に到着。オレンジのTシャ
ツを着たランナーが大坂総合歯科医院前をスター
トし、山鹿中学校や八千代座などを経由して、さ

くら湯までたすきをつなぎました。子どもたちを
含め多くのボランティアや、街頭で声援を送った
皆さんの笑顔がいっぱいの１日でした。

　たすきは熊本市に引き継がれ、12月 25 日に沖
縄でゴールを迎えました。

　11 月 20 日、鹿本市民センターでフォーラムを
開催しました。
　成年後見センター・リーガルサポート熊本支部
の松本尚

なお

子
こ

司法書士が、成年後見制度に関係が深
い「遺産相続」について講演。相続の際の注意点
や不動産処分の進め方などを、分かりやすく話し
てもらいました。また、やまが成年後見センター
職員から制度の内容や手続きなどの説明も行い、
参加者からは「家族・親族に相談したい」「早速、
自分でもいろいろ調べて対応したい」などの感想
が聞かれました。
　認知症などで判断力が低下した人が増加してい
るため、成年後見制度の必要性が高まると考えら

れます。今後も身近なことをテーマとした成年後
見フォーラムを開催していく予定です。

　11 月 23 日、ロンドン（イギリス）在住のアハ
メド・カーン医師が、日本各地の認知症に関する
取り組みを視察する一環で本市を訪問。市内各所
を巡りました。
　始めに八幡小学校を訪れ、５年生 12 人が認知
症について学ぶ様子を視察。カーン医師は「ロン
ドンでは、子どもたちが認知症を学ぶ機会はない」
と、驚いた様子でした。続いてひだまり図書館を
訪れ、本市が図書館と協働で取り組んでいる「子
ども認知症サポーター養成講座」について、担当
者らと意見交換を実施。認知症関連書籍の展示の
様子も視察しました。

　視察の後は八千代座などを見学し、日本の伝統
文化にも触れたカーン医師。「貴重な交流の機会
となりました」と話し、山鹿を後にしました。

〜誰もが暮らしやすい地域を目指して〜　R
ラ ン

UN伴
と も

が開催

成年後見フォーラムを開催しました

ロンドンの医師が認知症の取り組みを視察
　市ホームページでは、山鹿市内の医療・介
護関係事業所の一覧表を掲載しています。

山鹿市医療・介護関係事業所の紹介

山鹿市医療・介護関係事業所一覧 で検索

　11月 28日、鹿本市民センターで開催。医療・
介護関係者が参加し、各関係機関から、業務
内容の説明や医療・介護連携への取り組みの
紹介などが行われました。
　このような研修会を継続することで、さま
ざまな関係者同士の顔の見える関係が築かれ、
より円滑な連携につながっています。

顔の見える研修会
（専門職の情報共有の機会）

研修会の様子

　12 月 15 日、鹿本市民センターで開催。中
川医院（鹿本町御宇田）の中川隆

りゅう

一
い ち

院長より「今
後の終末のありよう」、在宅型有料老人ホーム
“しいの木の里 ”の原山幸

さち

子
こ

ホーム長より「小
規模多機能ホームでの看取り」について講演
がありました。参加者から「人生の終わり方
を意思表示しておきたいと感じた」「地域のケ
アや行政の支援が多様化していることを知る、
良い機会になった」などの感想がありました。

鹿本地域市民フォーラム（地域の人とこれ
からの医療・介護について考える機会）

中川院長の講演

在宅医療・介護連携推進事業の紹介
　保健・医療・介護の関係者が互いに理解を深め、円滑に連
携することで、さまざまな支援を必要とする人の課題や地域
の課題を解決することを目的としています。ことしの具体的
な取り組みを一部紹介します。

山鹿市のゴール地点さくら湯に集まった参加者ら

フォーラムの様子

カーン医師（最後列中央）と八幡小学校の児童、関係者ら
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■人の動き
人口 44 人減りました 52,244 人
男性 30 人減りました 24,599 人
女性 14 人減りました 27,645 人
世帯数 10 世帯減りました 21,818 世帯
〜14歳 11.9 ％ 6,195 人
15歳〜64歳 52.1 ％ 27,212 人
65歳〜 36.1 ％ 18,837 人

12 月末現在 (増減は前月末比 )

応募時に３歳以下のお子さんを紹介するコーナーです。きょうだいなど複数人で写っている場合、３歳
以下のお子さんがいれば掲載できます（１人１回）。掲載を希望する人は、写真（データも可）とメッセー
ジ・住所・氏名・生年月日を書いて、山鹿市役所情報システム広報課へ郵送するか持参してください。
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利用者増加中！

「もしも」の前にダウンロード！山鹿市が運営する市民のための地域
コミュニケーションアプリです。市が発信する行政・防災・火災情報
などを取得できるほか、家族や友人、行政区や各種グループでの情報
共有ができます。日頃から「備え」としての活用をお願いします。
※避難所マップなど、他にもたくさんの機能があります。

一般グループ　※自動再生機能はありません。

メンバー招待 メールや SNSで招待

自由にグループを作って、
招待制で参加できます。

山鹿市公式グループ
ホーム画面で自動再生

自動再生機能で操作いらず！
ただ聴くだけ

外出時

自宅

お住まいの地域に密着した
情報を受信できます。

山鹿市

校区/ 行政区

鹿央
鹿北 鹿本
菊鹿

山鹿

山鹿市全域

鹿央地区
鹿本地区 菊鹿地区

校区長 /行政区長

山鹿地区 鹿北地区

アプリの自動再生機能

居住区のスケジュールからごみ出し日の確認ができます。※�Android 版のみ

スマートフォン・タブレット
①�アプリストアで「やまがメイ
ト」を検索
②�アプリをダウンロードし、新規
登録

パソコン・従来型の携帯電話
①検索サイトで「やまがメイト」を検索
②�パソコンはサイト上で新規登録、従来型の携帯
電話は「regist@yamaga-mate.jp」へ空メー
ルを送り、返信される登録用メールで新規登録

登
録
方
法

情報システム広報課　☎ (43)1118問

（H30. ６.30 生まれ）
御宇田 （鹿本）

　　ながはら　 　 か　ほ

永原　夏帆ちゃん

（H30. ８.28 生まれ）
上永野 （菊鹿）

　　 たかき　　   ゆうき

高木　悠希ちゃん
（H27. ９.16 生まれ）

上永野  （菊鹿）

　　 たかき　　   あおと

高木　葵唯ちゃん

　　メッセージ
みんないつも一緒に遊んで
くれて、ありがとう♪

　　メッセージ
じいじ、ばあば、いつもありがとう！
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